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本研究は、 とづく教科・教科外の

カリキュラム開発J研究の一環である。平成 15 -----1 7年度にわたる継続明究で、 16年度におい

て行った国語科における研究の報告である。国語科では二年目の研究として、詰最教警の研究に焦

点、を絞った。研究代表者の桑原躍、研究分担者の塚田泰彦教授・甲斐雄一郎助教授と、的属小学校

・中学校・高等学校の国語科教員の協力を得て行った研究である。

(平成同年)の12丹、出CDが行った学力謂査 (PISA)の報告を、新館各紙は大きな見出しで

もとより学力抵下論が喧しい流れに、この結果はさらに学力抵下論に

た感があるか鵠れ聞くところによれば、すでに学習指導要領の改訂も始まったともいう。

OECDの学力調資の結果に真撃に耳そどかたむけ、その対応策も検討する必要があるが、私の匙慣は新

各紙等が「読解力の低下」と報じていることで為る。新聞が号える影響には大きなものがあり、

の報道では、塁手症に「読解指導」の復古的充実になりかねないο ところが、

ってきた読解指導がめさvす読解力と、 OECDが求めている読みの学力とは、かなり遭ったものなので

ある。 OECDの原語(英語)辻、リーデイング・ 1)テラシー (ReddingLiteracy)である。的確な訳

語は見当たらないが、この場合のりーデイングは f読解J という訳語では、その意味範留を詑み込

ことはできない。読みの活用力にかなりの重点が設かれており、敢えて浩組すれば、 f読活力J

とでもいうべきである。作品や文章内の正解役選択技から選ぶという出題もあるが、むしろOECDの

りーヂイング・ワテラシ…では、主体的に意味を読み取り、自分の考えを出題文に関係づけて論証

するという力を求めている。例えば、第一国自の調査は000年)では、 「落書き」に関する肯定的

と否定的意見の問題、文が出され、設問は 4問よりなっている。間 1，ま選択肢から正解を求める

ものであるが、間 2・間 3・問 4はしγずれも w 記述式である。そして、こ

ょっ群を抜いて無答率が商くなっているのである。こ

にもみえる。医みに、アメワカ辻、無答率は出本{こ比べると著しく低いが、誤答率が高くなうてい

る。詳しく合析する紙i揺がないが、 l\-9~れにしても、 「読解j という概念、では包み込むことはでき

。、
、・i

v

んなる読解力ではなく、リーディング・リテラシーの力投育成していくためのカワキュラム

もこれから大きな課題となってくるであろう。言語表現力も、コミュニケーション能力も時代に

部応して対応していかなければならない。これらの言語能力の根幹をなしているのが豊かな語葉力

である。豊かな語嚢力は、人間形成の基盤である。カタカナ表記の語殺はますます増えていくと予

されるが、一方、わが思の伝統文化に根ざした語議、これを文化語と仮に名付けておくと、

-慣用匂などの文化語の語葉力は京還しているのではないかと思われる。一昔前までは、

を聞くともなく覚えてき

コンビューター雷誌などの力夕方ナ表記の語嚢

なければならなくなっている。

も変質してくるのは援史的必然でもあろう。そこで、

の基礎研究として、現代の小学生、

・生徒を対象に実擁することに

のi詔語科教員が作成した。指

ることはもとより困難ではあるが、今回の実態語査から

の方法や問題点への示唆が得られるであろう。

ともなって、

の現況を明らかにしながら

中学生、
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筑波大学鮒属小・中・高 国語科

l 調査語棄の選定について

以下に示した「調査」および「研究」を参考にして基本語葉・生活語震を吟味、抽出し、これに

筑波大学附属小・中・高各学校で日ごろ教科指導の中で国語力の基本と位置付けられる語葉を加え、

この中から調査語葉を選定した。

『日本語基本語葉一文献解題と研究一 国立国語研究所報告116~ (明治書院 平成13年 4月

刊)

『教育基本語葉の基本的研究 国立国語研究所報告117~ (明治書院 平成13年 6月刊)

『平成11年度 国語に関する世論調査一言葉遣い・国際化時代の日本語一~ (文化庁文化

部国語課平成12年 5月刊)

『平成12年度 国語に関する世論調査一家庭や職場での言葉遣い一~ (文化庁文化部国語

課平成12年 6月刊)

『平成13年度 国語に関する世論調査一日本人の言語能力を考える- ~ (文化庁文化部国

語 課平成]4年 6月刊)

『平成14年度 国語に関する世論調査一日本人の国語力一~ (文化庁文化部国語課 平成

15年 6月刊)

2 語葉選定の基準について

以下の 4分野より、それぞれ 30語を選定した。

漢語

和語

四字熟語・慣用句

外来語

3 調査の観点について

以下のア~オの観点で調査した。

ア 正しく読めること。

イ 意味を正しく理解していること。

ウ 正しい使われ方かどうか判断できること。

エ 適切な語葉を選択できること。

オ 語棄を用いて適切な表現ができること。

4 検査数について

A I漢語J I和語J I四字熟語・慣用句J I外来語」の 4分野について、上記の I3 調

査の観点」から以下のように作成した。

イについて 問題数 8語

ウについて 問題数 8語

エについて 問題数 8語

オについて 問題数 6語

B 漢語については、イ~オの問題数のほか、観点アの「正しく読めるかどうか。」につい

て、問題数 30語を設定した。
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想{象

無意識

早熟

品冷静

弁明

で 100パーセントの正答率を示し

。 6年生なると、その数

力の上昇が見て

あった「散菜j と

じゅく J Iそうしゅう j などの解答

いとして

また、 4

「じゅろJ rおうじJ rじゅうろJ

D群にあった f湯治Jは、 6

月長

醤慣

深刻j

6 

三三話芸
にコ τIJ

紀行文

J r暗号J r布静j

を加え 20にも

弁明

D40%未満

特産品

でC群に

り、「は

のj惑がある。

はなじみの

うすい語句でおることがはっきちした。誤りの剖としては fゆちj と「ゆじJが多く、その rとう
ち 1たいじj

、 5年生でも f;I主j革、j を「えんきょ J、 「密該j を「みっちゃく j 、 「脈Jをワiで」

を fかんとく j などという誤答もあっ f'_0 

4 



設問 !の 2(和語の意味の理解)

.---

正当率 三ロ五ロ 東

4 年 6 年

むく なぐさめる にくらし l' むく なぐさめる ひやかす

A しげる かる たずねる にくらしい まごつく しげる

かる たずねる

B ひやかす まごつく

C 

十D 

和語の意味をとらえ、文の中で正しく使うことができるかどうかを見る問題である。選択式の穴埋

めの設問であるとうこともあり、全体的に正答率が高い。 6年生では、すべての語句が正答率 80パ

ーセントをこえている。⑥の「しげる」、③の「たずねる」は、 4年生 6年生ともに正答率 100ノて

一セントであった。その他④の「にくらししリ、⑦の「かる」は、 4年生で 90パーセントをこえ、

6年生は 100パーセントになっている。 4年生での正答率がB群に入っている「ひやかすJ rまご

つく」は、 6年生ではA群に入っているが、正答率は、他の語句と比べるとやはりやや落ちる。とく

に「まごつく」は、 6年生の中では最低の正答率で、 85パーセントである。 rひきつぐ」の誤答に

は「ひきつぐ」が多かった。問題文の意味をとらえ、予想もしていなかった質問に答えるために、バ

トンタッチしたというようなとらえ方をしていると考えられる。(])の「むく」は、 「適している」の

意味の他に「皮をむく」という意味があるが、こちらの意味を思いうかべた子どもは、 「のびる」な

どの他の語句を選択したようだ。

設問 lの 3(和語の使われ方の理解)

正当率 きロ五1コ
」粟ヨーー

年 6 年

ねだる うんざりする まいる 述べる ねだる なだめる

A なえる うんざりする まいる かなえる

ほこり 頂

B 述べる なだめる ほこり I頁

C 

D 
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の意味をともえ、文の中で正しく

①の「述べるJ

エの f救いの手をのべる」を選んでいる

とは考えていないが、 「のベるj という

と考えもれる。 6年生で辻、すべて

られた。また、最も

である。そ しく捷われている

としては、

があるった。 r述べるJ

lこ窓わされて、

である。 4

ってお号、正答率は 74パーセントであった。 6 生なると正否ヰさは 85パーセントに上がったが、

それで、も伯の語句と比べると、正答率は低めである。 rなぐさめるJは、子どもの中でもよく聞く語

であるが、 fなだめる」は、子どもの中ではるまり置場しない語句なのかもしれない。また、@の

も、正答率はあまちよくない。これに詰二つの理由が考えられる。一つは、 iT貢」
えていないもの、もう一つは、問題文の紛らわしさにひっかかったものである。 行11

fふもと j という語句のセットに惑わされた児盟がいるのではないかと考えられる。

!の 4( 

4 ら

A 

えがく

やっかい

るて

る

だお うっとうしし1

¥・
2

?ト
v

!レ、つをと

る

つ

う
、つシ」

く

やっかい

おだてる

あせる

る問題である。

「とう

さわし L を 4 の率匁口正を正しくと

が大きかった。号の「なさ

も、普段か主耳にするもの

3 0パ…セント台である。どちらの語句

ると、正しく選ぶことのできない史童が

つ l~ 。 さけ」

ておワ、意外にも意味が的確に捉えられていないことが分かつ~。

「どうきJ rどうもう j という誤答が多かった。誤答の傾向も 4

での「とれたの正答率は 85パ…セントであった。また、 CDの(まるj の正答率もよくなかった c

d年生でる 9パーセント、 G年生でも 80パーセントで、かろうじてA群に合まれているといった状

ある。この「ほる iは、 ijこを取り除く動作」を表す語句として選択されるわけだが、 fカ¥き

けるJとし1う

か、それに l

が多かっ~。 の語句については、いずれも]0 0パーセント

を示し r，_ 

6 



(和語を使った表現)!の 5設問

占ヨ」

東五ロ

見込み

ひな

年6 

うっとり

しおれるれ

い

が

し

こ

お

あ

あこがれ

年4 

うっとり

ひな

山一

正答率で見ると、 6年生はすべてA (8 0 %以上)である。 4年生は、 「見込み」以外はA、 「見

込み」は 66. 6 7 %の正答率でB (60%----8 0%)あった。 4年生のこの語句の誤答としては、

次の三つの型が見られた。

①解答が書かれていない(空欄)のもの。これは「見込み」という言葉の意味が思いつかなかった

と考えられる。理由としては、 1-5の 6問中でこの「見込み」だけが空欄であったのが 39人中 7

人あった。率で示すと約 18 %になる。イ也の問題の書き込みから見ても、空欄とした児童の多くは分

からないので書けなかったととらえてよいと考える。

②「見込み」の語句を使っていないもの。これの例としては、 I (来週は)公園に遊びに行く予定

だ。 J r (来週は)こういうものが入っている。」といった解答である。 r見込み」の意味はある程

度とらえられているとも考えられる。これらの解答をしている児童の、他の解答を見ると、一つ、二

つ同様の間違いをしている児童も見られるが、多くは「見込み」だけである。

③「見込み」の意味を間違えてとらえているもの。この例としては、 r (来週は)新聞の見込みは

おもしろい。‘」というものである。たぶ、ん、 「折り込み」と勘違いしているものと恩われる。

t
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(外来語の意味の理解)

正率おい

lの 6設問

年

葉五口
ニコ
H
H

年4 

アクセサリー

インスタント

一寸一

カタログ

レール

エール

カタログ

エール

し



外来語の意味を正しくとらえ、文の中で的確に使うことができるかを問う、穴埋め式の問題である。

外来語は、知っているか知らないかの差が大きく、穴埋めの問題文を読んで、前後の文脈から正解を

予測す『ることは難しい。そのために、正答率も二極化した。 4年生 6年生とも、 A群に入っている語

句の正答率はし寸』れも高く 100パーセントに近い数字となっている。反対に⑥の「レール」は、 4

年生で 53パーセント、 6年生で 58パーセントの正答率であった。 Iレール」には、 「鉄道の線

路」という意味の他に、問題にされているような「筋書き」という意味をもっ。複数の意味をもっ語

句を、正しく穴埋めするのは六年生といえども難しいようである。また、選択肢に I}レール」があり、

これを選択する 6年生が多かった。意外だったのは、 6年生の「フェアプレー」の正答率が低かった

ことである。 4年生で 82パーセントを示した正答率が、 6年生は 58パーセントである。③の「フ

ェアプレー」や⑦の「エール」などの語句は、健全なスポーツ精神として使われる機会もあるかと思

われるが、 6年生で、は、 「グッドプレーJ Iファインプレー」などの語句を選んでいる児童が多かっ

た。 1-6の中で、 4年から 6年にかけて正答率が下がった唯一の問題である。

(外来語の使われ方の理解)lの7

粟五ロ
ニエロ

年〈
斗4 

設問

メンノミートラフソレ

プラットホーム

サンブル

ハイキング

メッセージ

ランキング

メンバー

サンプル

トラブjレ

ランキング

キーワード

A 

外来語を文の中で正しく使うことができるかを見る問題である。取り上げられた外来語は、 4年生

の児童にとっても身近なものだったのか、全体的に正解率が高い。 4年生のA群に入っている語句は、

すべて 90パーセントをこえている。 Iプラットホーム」は、 79パーセントだった。この語句だけ

は、児童の生活の中で遠近がかわってくるもののようだ。電車で通学する児童にとっては、なじみの

ある語句であろうし、徒歩やパスによる通学の児童にとっては、なかなか聞くことのない語句である

ということができるかもしれない。他には、 4年生で学習する物語にこの語句が登場するが、その学

習の前と後では、認識に差が出てこよう。この物語は、今のところすべての教科書に掲載されている。

一方の 6年は、すべての語句の正答率がA群に入った。しかも、 「プラットホーム」以外は、すべて

100パーセントという正解率である。児童の生活の中に、これらの語句が浸透していることがよく

わかる。

-8-



(外来語の選択)

正当率 きロ五口 葉

4 年 6 年

コミュニケーション プラネタリウム |コミュニケーション プラネタリウム

A サービス ステンドグラス サービス ステンドグラス

ランニング チャンス ランニング チャンス

コンフ。レックス カリスマ

B コンフ。レックス カリスマ

C 

D 

iの8設問

1-8 

外来語の意味を正しく把握しているかを見る問題である。

が顕著に見られる。

4年生のA群にあるそれぞれの語句の正解率は、 6年生になってすべて上昇している。この設間に

ある語句は、多くが児童の生活に近いものだったようである。 4年生で 80パーセントをこえる語句

は、 6年生なって 100パーセントに近くなっている。 4年生でB群だった「コンプレックス」、

「カリスマ」の二語は、 6年生なってA群に入り、それぞれ 95パーセント、 88パーセントとなっ

ている。 2年間という過程の中で、新たな語葉として修得したことが分かる。 rカリスマ」は 6年生

でも 88パーセントの正解率で、誤答としては、 「キング」が多かった。 r強く引きつける力」とい

う語釈から連想したのかもしれない。その次にはガリバーという誤答も見られた。

4年生から 6年生への語葉の習得の様子

i
l
i
l
l
i
t
-
-
i
l
-
-
}
i
」
i
!
，I
l
i
l
l
i
t
-
-
p
;
f
l
i
t
-
-
1
1
1
3

(外来語を使った表現)lの 9設問

葉五口
一三口正当率

年6 年

レポートリュックサック

フcログラム

レポートリュックサック

フGログラム ファッションファッションA 

つ

iスピーチ

C 

B 
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4 年生と 6 年生を比べると、正答率の違いはあるものの、~¥1-'-'れも「エチケット Jが低い。 4年生

でいうと、もう一つ「スピーチ」があげられる。

4年生では「エチケット」の正答率が、本調査の全語句の中で、最も低い語句のーっといえる。 4

年生の 28%が解答を書〈ことができない状態であった。また、誤答例として多いものは「エチケッ

ト袋」という言葉を利用した記述である。これは「ユチケット」そのものの意昧を示していないとと

らえ誤答とした。(rエチケット袋」としては適切な利用。)調査後、真っ先に尋ねられたのが「エ

チケットつてなに ?J ということであった。この点からも、児童の語棄の中に「ユチケット」が位置

付く率は低いものと思われる。 6年生は、この L-9については「エチケット」以外はすべて 100

%の正答率である。

4年生の「スピーチ」は、 AとBの境目のBといえる。 rスピーチ」の誤答の内容としては、記述

なしがほとんどである。最後の問題なので時間的なことも考えられないこともない。書かれているも

のの誤答としては、 r (クラスのみんなに)はなしをすることです。」というものである。この児童

は「ファッション」で r(彼女は)服をコーディネー卜するJ rエチケット」で「ーちゃんとルール

をまもってください。」と解答している。他は適切な解答である。解答の初めに位置付けている言葉

( rクラスのみんなに」等)にも左右されている可能性も否定できない。

設問 2の 1(漢語の意味の理解)

五
ロ

戸一三日
」果Eし

6 年

無意識 紀行文 往路 密接

仮定

モT:主士i三イミ主lj三b 複写

4 年

A I無意識
、弓三子円E子
ユ旦l思、

往路 密接

複写 仮定

文の中で漢語を正しく使えるかどうかをみる問題である。

4年生のA群には「無意識」と「遠慮」が入っているが、 1 -]で読みの問題としての正答率を見

ると、 「遠慮」は 71 I ¥，一セントしか読めていないにもかかわらず、穴埋めの問題では高い正答率を

示している。 r無意識」は読みの問題では 94パーセントの正答率を示した。 2-]の問題には、フ

リガナがついているために、自力では読めない漢字でも、読み方が示されると、使われている漢字か

ら意味をとらえ、文の中に正しく当てはまる語句を選択することができるのだということが分かる。

同じように、 6年生のA群にある「往路」は、読む問題ではB群で、様々な誤答も見られたが、フ

リガナがついたこの問題では 90パーセントを示した。読み方が分かると、意味が予測できることや、

穴埋めするための前後の語句を手がかりに、正解を導きことができることが分かる。

反対に、読む問題では高い正答率を示したのに、適語を補充する問題では正答率が低かった問題も

あった。 6年生の「害毒」は読む問題では 95パーセントの正答率だったが、補充問題では「有害」

を選択する誤答が多かった。 r複写」も 98パーセントの読みの正答率にもかかわらず、補充問題で

は「応用」を選択しての誤答が見られた。
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設問 2の 2 (漢語の使われ方の理解)

一一つ
五ロ

ニコロ 葉

4 年 6 年

凡rll長面 愛用 深刻 想、像 凡flJ長面 愛用

B 想像

C I弁明

D 散策 早熟

漢語を正しく文の中で使用できるかを見る問題である。この問題では、 4年生と 6年生の学年の発

達が顕著に見られる。漢語の正しい使用について、 4年生ではまだ十分に定着していない語句も多く、

正答率は四つの段階それぞれに分散した。それが 6年生になると、 A群と B詳のみの分布となる。 4

年生のB群の「想像」は、 6年生では 92パーセントの正答率に上がり、 D群だった「散策」は、 9

0パーセントの正答率でA群に入ってきた。

C群の「弁明」は、 B群となり、 46パーセントの正答率から 62パーセントの正答率へと上昇し

た。 4年生の D群の「早熟」は、 6年生ではB群となり、正答率も 35)'¥一セントから 73パーセン

トへと上がっている。それでも、七割の児童しか正答しなかったことを考えると、 「弁明J r早熟」

は、小学生の語棄としてはやや難しいものであるととらえることができる。

また、読む問題との関連で見てみると、次ようなことが言える。 4年生で正答率が低かった「散

策」と「早熟」は、 1 -1の読む問題でもそれぞれ 56パーセント、 43パーセントという結果であ

った。ここでは、やはり読めない漢語は使えないという相関関係を見ることができる。

設問 2の 3 (漢語の選択)

三ロ五Iコ ー粟主ヨー

4 年 年

A 恩人 習慣 対談 月辰 恩ノ¥

子孫

I本三="-:国7;"一i 習慣 対談 記号 子孫 !環境 記号

一一寸

環境

ーパ



設問 2の 5(ことわざ・慣用句の意味の理解)

正当率 三日五ロ 呆占 L

4 年 6 年

石の上にも一年 口がすべる 石の上にも一年

A 歯が立たない 口がすべる 手をやく

歯が立たない

B 馬の耳に念仏 帯に短一時し「叫す問し 急、がば回れ

(急がば回れ 手をやく 鼻にかける

C 鼻にかける

D J 
ことわざ・慣用句の意味をとらえ、文の中で正しく使えるかどうかを見る問題である。

4年生でA群に入った三つの語句は、 6年生でも同じように入り、高い正答率を示した。 4年生で

B群となった四つの語句のうち、 「馬の耳に念仏」は、正答率が 20パーセント上昇し、 A群となっ

た。同じように「手をやく」も、正答率が 15パーセント上昇し、 A群に入った。その他の語句は、

B群のままであったが、それぞれの正答率は上昇している。 r帯に短したすきに長し」は、 「終わり

よければすべてよし」を選んだ児童が見られた。 r急がば回れ」は、単独での意味は分かるのだが、

文の中に穴埋めで入れようとしたときには、 「結果をあせらずこつこつ努力・・・」という言葉に左

右されたのか、 「石橋をたたいてわたる」を選択した児童がいた。 4年生でC群だった「鼻にかけ

る」は、 6年生なってB群に上がり、正答率は 56パーセントから 75パーセントに上昇した。誤答

としては「鼻につく」を選んだものが多く、 「鼻であしらう」を選択したものも見られた。この語句

は、小学生の子どもにはやや遠いものと考えられる。

設問 2の 6(ことわざ・慣用句の使われ方の理解)

三日五ロ 葉

4 年 年

石二鳥 腹が立つ 眉をひそめる 一石二鳥 肩をもつ 油を売る

が痛li 鼻を折ってやる )授が立つ

眉をひそめる 耳が痛い

肩をもつ i顔にどろをぬる

1 
q
J
 

吋
』
』
A



6年生では「顔にどろをぬる」だけがBランクであるが、 4年生では、 「肩をもっ」も Bランクに

位置付いている。さらに、 「油を売るJ i鼻を折ってやる」がCランクになっている。

「顔にどろをぬる」の誤答として多いものは、 「あまりのくやしさに友達の顔にどろをぬる。」と

いうものである。 i水たまりで転んで友達の顔にどろをぬる。」と「どろ」を「泥」そのものととら

えている児童は 2名であった。

「肩をもっ」の誤答は「仲の悪い友達の肩をもっ。」がほとんどであった。他、

ので友達の肩をもっ」と、解答なし(未記入)がいずれも 7. 8 %である。

4年生で、はCランクとなっている「油を売る」については、 「人をじゃまして油を売る。」と答え

た児童が 30%あった。また、 「鼻を折ってやる」の誤答は「自分のすごさに感心し、鼻をおってや

る。」が誤答の半数を占めている。

これは、筆者の思いであるが、 2-6の中で「一石二鳥」

4年生でも生活の中でかなり使われている。これに対して、

いては、日常の中では使われていないように感じる。

「重そうな荷物な

「腹が立つJ i耳が痛し"Jについては、

4年生でB、Cとなっている慣用句につ

年

どんぐりの背比べ

立つ鳥跡をにごさず

舌を巻く

自にあまる

東

る九
/落

蜂
ら

に
か

面

判

つ

木

っ

小

う

も

き

に

を

猿

泣

猫

手

6 

訪
問

泣きつ面に蜂

猫(こ/J ¥判

(ことわざ・慣用句の選択)

年

2の7設問

舌を巻く

自にあまる

~l 
C 

ことわざ・慣用句の意味から、それにふさわしい語句を選択する問題である。

4年生でも、 i1哀も木から落ちる」や「泣きつ面に蜂」などの語句は正答率が高く、十分に身につ

けていることがわかる。 6年生になると、その割合は 100パーセントに近くなる。また、 4年生の

A群にある「立つ鳥跡をにごさずJ i猫(こ小中JJ も、 6年生ではさらに正答率を上げ、ている。

4年生でB群にあった「どんぐりの背比べJは、 6年生なると 100パーセントの正答率を示し、

語句の修得の上昇が顕著で、あった。その他、 B群にあった語句は、すべてA群に移行している。

正答率のやや低い「目にあまる」は、 「目をつぶるJを選択する児童が多かった。また、 「猫(こ小

判Jの問題では、 「一寸の虫にも五分の魂Jや「一寸ー先は闇」などを選択するものもあり、語句の使

用にあいまいなところが見られた。
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設問 2の 8 (ことわざ・慣用句を使った表現)

正当率 き日五Iコ 葉

4 年 年

A 足が棒になる 息を殺す のどから手が出るほど

猫の手も借りたいほど 足が棒になる

一一一「

B 息、を殺す のどから手が出るほど 日未をしめる

猫の手も借りたいほど

C 板に付く

D !床をしめる 板に付く
1 

この慣用句については、 6年生と 4年生の発達段階に応じているような結果となっている。それは、

6年生でBランクとなっている「昧をしめる」、 Cランクとなっている「板に付く」が、 4年生では

Dランクになっていることである。また、 6年生ではAランクであるが、 4年生ではBランクである

ものが、四つあることも他には見られない結果である。

4年生で「猫の手も借りたいほど」の誤答としては、一つは記述していないものである。これは、

文を作ることによって答えるものとして共通している。もう一つは、 「猫の手も…」の句を使わず、

その意味を書いているものである。例えば、 I (仕事が)いそがしい。 J I (仕事が)はかどらない。

だれかてつだって。」といったものである。

4年生の 2-8の解答で「昧をしめるJ I板に付く」の二つだけが記述されていないのは 25 %に

もなる。これ以外にも記述されなかったものがある解答を含めると 48. 8 %にもなる。答えを書い

ているが誤答であるものは、やはり意味が理解されていない。例えば、 I (かれの)板について歩い

ていこう。」という答えである。 4年生におけるこの二つの正答率は 23%で、今回の「語葉力調

査」すべての語句の中で最も正答率の低い語句である。
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いては、基本的に 4年生から 5年生へと学年が上がるにつれて数的にも意味的にも

広が号、深まっていると判断できる。各語句についての正答率の推移がそれを証明している。 4年生

いというような語句は誌とんど見ることができない。

四つの語句の分類の中で、和語や外来語は、 4年生かも高い正答率を示している。

る傾向があり、それがる年生になると、高いし

も得ることができた。それでも、語句の中には子どもの生ぺんでの正答率に上がっていくという

活か己離れていて、今ではあまち いないものもあ号、 ついての正

1ものとなっ

、普段の生活の中ではあまり自にしない語句の問題について、後われている漢字から

を推測した号、前後の文騒をもとにして適切な語句を選んだりしながら、

りもしていることが分かった。漢詩を正確に読むことができないのに、

て捷うこともできていた例もみられた。子どもの吉語習得には、おそらくこのよう

の、つまり、未知の語句に出合ったときに、その語士号の意味を予想し、仮にあてはめて捜ってみて、

めるという過程があるのだろう。

教室で授業をしていると、{国々

するためのテストなどをしなくとも、個々

とができる。授業における

ある

るための語葉をよち

切っても窃れない相関関孫があるはずである。今後、

力、表現力との相関関係を、より客観的なデータとして集計し、

えてみたいものである。

のようなものが見えてくる。あえ

の力をおよそではあ

ると、

斗
J

払

刀

h

庁

寸

円

μ

p
t
v

仏
月
七
川
υ

と

読

を

16 



〔叶コミ主キ交〕

A80旬以上 B 60 ----80%未満 C 40出 ~60出未満 D40出未満

設問 !の 1 (漢字の読み)

正当率 三日五口 」粟三L

①威厳 (98出) ②恩恵 (87出) ③過失(100同) ④寛容 (96出) ⑤救済 (90出)

A ⑥安泰 (82出) ⑦共存 (99出) ⑧規律 (98出) ⑨迎合 (84出)

⑪敬服(l00出) ⑫激励 (95出) ⑬欠如 (81出) ⑭謙虚(100同)

⑮呼応 (96出) ⑫資質 (98出) ⑬支障(100%) ⑫承諾 (90知)

③静寂 (94%) ⑧超越 (92%) ②把握 (98出) ⑫明朗 (96%)

B ⑫遂行 (74出) ⑧捜索 (78%)

C l⑩執着日目) ⑫体裁 (57%)

D ⑫変遷 (28出)

設問 1-1は、 〈漢語の読みの問題〉である。 30語それぞれの読みは、小学校時学習のみで構成さ

れているものが 9語、小-中学校時学習の組み合わせが17語、中学校時学習のみが 4語となっている。

正答率は、 A段階が25語、 B段階と C段階がそれぞれ 2語、 D段階が l語であった。 A段階のうち

「過失J r敬服J r謙虚J r支障」は100%、残りは90%台が16語、 80%台が5語、 B段階では「捜

索J78%、 「遂行J74%、C段階では「体裁J57%、 「執着J55%である。

誤答としては、 「遂行」を「ついこう J rたいこう」、 「体裁」を「たいさいJ rたいせl'lJ、

「執着」を「しっちゃく」などが自についた。

D段階の「変遷」の正答率は28%と低く、誤答の 5割が「へんかん」であった。 rせん」の読みは

中 l社会の r(平安京)遷都」でも既習のはずだが、この数値は予想外の低さである。

なお、二通りの読みが可能である 3語について正答の内訳をみると、 「共存J r執着」については

「きょうそんJ rしゅうじゃく J (rじゃく」は高等学校で学習)は 0%、 「情緒」は「じようし

よJ]4%であった。

設問 lの 2(和語の意味の理解)

戸トい一ー一

五口
ニ
コ
口

J三L

葉

おもむき (96出)

うやむや (93出)

いちず (82出)

おぼろな (95出)

おろそか (95出)

いてつく (93出)

あべこべ (95出)

(73出)

10-1-
門
/

1
ょ



設問 1-2は、文の中の( )内に、適語を入れる形式の問である。結果は、 B段階が一語、残り

は全てA段階であり、和語の設問の中で最も正答率が高く、 81.6%であった。語葉ごとの正答率は、

高い方から)1慣に、 「おろそかJ100 %、 IV¥ちずJ98%、 「おぼろなJ95%、次いで「し¥てつく」

「うやむやJ93%、 「あべこべJ 1おもむき」が80%台、 「かおる」については73%であった。以下、

正答率の低い三語について考察を加えてみることにする。

「あべこべ」については「逆」という語の方を通常使っていることが、正答率を下げたかとも思わ

れる。 1おもむき」については、中学生の段階として生活場面としては使うことの少ない語であるこ

とが正答率の低さの理由にあると思われる。誤答として「たしなみ」が多かったことは、これらの語

の判別がついていないという意味で、指導上、同傾向の語葉として認識しておくことも必要かと思わ

れる。また、 「かおる」は、 「風(かおる)五月」という例文での出題だったが、 「なびく」、次い

で「くゆる」の誤答が多かった。 1かおる」という語は手紙等で、の使用がで主で、日常ではあまり使

用しない語葉であることが原因かと思われるが、指導の観点としては、教科書等の教材文にでてくる

語葉を、半ば偶然に教えることに加えて、手紙文の指導などに絡めて、一定の語葉指導を行っていく

必要性があるものと思われる。

設問 lの 3(和語の使われ方の理解)

且粟五ロ

しなめ (80%)

乃かな(84%) 

かたくな(94%) かろうじて (91%) 

いやおうなし(88%) くわだて(87%) 
ーに (95%)

あまりある (59%)

設問 1-3は、当該の語葉について、正しい使用がされているものを尋ねる形式の問である。結果

はC段階が一語、残りは全てA段階であり、和語の設問の中では二番目に正答率が高く、 77.4%であ

っfこ

語葉ごとの正答率は、 「ひたすらにJ 1かたくなJ 1かろうじて」が90%台、 「し¥やおうなし」

「くわだてJ 1ほのかなJ 1たしなめ」は80%台であった。ちなみに、 「たしなめ」は80%である。

そしてもう一語の「あまりある」は59%と、極端に低い正答率となっている。

80%台の語を見てみると、 90%台の語に比べて、文語的な色彩が濃い語葉といえるだろう。見たり、

聞いたりしてなんとなく頭の中にある語素であっても、使用するという段階においては、十分な定着

にはなっていないグループの言葉といえそうである。 80%の正答率だった「たしなめ」については、

「少しは行動をたしなんだほうがよい」という誤答が多かった。これは、字義としての基本の所を押

さえていれば過たない類のものと思われ、使用法という以上に、語嚢そのものの定着としての誤答と

考えられ、正答でないことの意味合いをとらえる指標になるものと思われる。

極端に正答率の低かった「あまりある」の誤答は、正答以外の選択肢に散っている状態である。こ

れは、 1----にあまりある」という言い回しが、文語的な表現として、生徒にはなじみの薄いものであ

ったことを表していると思われる。回りくどい表現として、日常の中で限にした文章の中からは、無

意識の内に通り過ぎてしまっているということもあるかもしれない。
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!の 4( の選択〉

い (96話) い戸らし¥ (94話) いさかい(郎両) かけがえのない (96詩

B I矢つぎばや話)

され の関である。和語の設問中、 68.5%と

、C段搭が一語、 D段搭が二詔でのつ~。

は基本的なものと考えられるが、

にし の理由として、問の形式の面か

、語葉の

をしていると、この1重の問

しい設問になるということも言えるかもしれない。

との正苔率を見てみると、イやるせないj iかけがえのないj i洗い l¥j il¥さかしリ

20%であっ山。は90%台、 「矢つぎばやjが、 il¥きj 、 「人となり j 、 「日より j

以下、正答率の低い三語について考察を加えてみる。

il¥きjについては、誤答から児てみると、 「あっばれ iわび、J iたおやめぶり」との思別が付

いというようでみる。この結果からは、生徒はj議題な表す語最にあまり晴れていないという

を受ける。 i人となり」は「人柄j という字義に対して問うたものだが、誤答には「人ごこちJ

も多く、次いで「人でなし j が多かった。これは、自分の語嚢にないものから選ぶか、聞いたことの

ある語葉かも選ぶかという両極の解答傾向を示していると思われる。このことからは、もしかすると

「人となち Jと

をしなけれ

である川、

!の 5

者も含めて、 「人となり j という

らないとも考えられる。 i日よワ J

には編ちがないため、語葉としての定着自体

を使った

告体が入っていない生徒が多い、という

り行き j の字殺に対して問う

いものと忠、われるの

まごつく (90主)
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設問 i… 5は、示された語棄を1児つ

C段階が一語という結果で、全体で であった。

との正答率は、 「ま も高く 90%、 「かんばしいJが82%、 fきままにJが80%、

次いで「うるおう J72%、 「ことごとく J69%、 fうれいJが44%であった。

最も低かった〔うれいJについては、その用法として過つものが多かった。特{こ「うれいているJ

という語の活用をもって記述する生徒が目立った。今回の謂査の中では、意味としてはある桂度分か

っているようであっても、正しく使用する語葉にはなっていないという意味での代表的な語葉とい

るかもしれない。

「うるおう J rことごとく Jについては、文艇の中で正しく使えないといった頬向が見られる o

f干ばつも心配されたが、かなちうるおっていたj のように、語の対応関係ι不足がある

れている関や、 「ことごとく点を取られるj のように、 「次々 にJ rどんどんj といった意味合いで

ている例、また f相手にことごとく敗れる」のように、一つの対象に対しての使用など、語の

対応関係が十分でないまま、感覚的に捜われている語嚢のようである。

さらに、 「かんばしい」については、 「勉強をあまりしなかったこともあって、とてもかんばし

いj のように、 fよくないJという、逆の意味に取るものが数名見られた。これは、語の意味をとら

いない例としても考えることもできるが、通常使われる fかんばしくないj という使い方に引

れての誤答であったことも予測できるかもしれない。こういった面については、今後の問題作成の

入れておくことべきのーっといえるかもしれない。

の正答率については、設問 ]-2が最も高く、次いで i

設問方法でいえば「文の中の( )内に適語を入れる形式j 、 「

2、 }-3、 i… 5のJI頃であっ ~ο

について正しい復用がさ

れているものな蒋ねる形式J、 「示された語棄を 「示された字義に対して

という順でみる。この結果がどのような意味を持っかについても、

る。問の形式によって、正答率に差が出ているのか、または選ばれた

という点については、もし、前者がその理由であれば、時題にした全て

葉を同じように f身についているか否か」という規準で見ることはできないことになる。また、それ

ぞれの間い方において、 75吾輩が身についているJといったときに「どλな意味でJ rどん

でJといった限定を加えることができるし、また設問の際にそれを意識的に活用する方途も者えてい

くことができるだろう。

いが、そ

については、文語的な文章そのものな教材として教えるという方途もあるかもしれな

に、読んでいるものの文脈の中での意図的な取りあげ指導が有効かもしれない。
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設問 lの6(外来語の意味の理解)

正当率 圭ロ五ロ 葉

A ①ユニーク (93同) ②リアル (100%) ③スタンス (83%) ④メディア (91見)

⑤オーソドックス (93出) ⑥エッセイ (99知) ⑦メカニズム (98出)

B 

C ⑧ラデイカル (59知)

つD 

設問 1-6は文の中の( )内に、適語を入れる形式の問である。

C段階が一語、残りはすべてA段階であり、外来語の出題の中では最も正答率が高く、 90%を越え

たものが多い。これは四肢選択という出題形式によるものと思われる。

「リアルJ 100%、 「エッセイ J99%、 「メ力三ズムJ98%、 「ユニーク」と「オーソドックス」

がともに93%、続いて「メディアJ91 %、少々離れて「スタンスJ83%であった。

「ラデイカル」の59%は中学生の日常生活には馴染みがないかもしれない。誤答例として最も多か

ったのが「ブラック」である。時代を感じさせる語である。

設問 lの 7 (外来語の使われ方の理解)

国
一
A i①アクセス (83知)

|⑥レイアウト (96知)

同シェア (76出)

③ニーズ (87知)

⑧イベン卜 (99知)

⑤ユーモア (94知)

五ロ
ニコロ 東

B ④エゴイスト (71先) ⑦メンテナンス (67先)

一I
一一_j

設問 1-7は、当該の語葉について、正しい使用がされているものを尋ねる形式の問である。 A段

階が五語、 B段階が三語である。 C、Dはゼ、口である。例文が与えられているからか正答率は高い。

A段階の上位から「イベン卜 J99%、 「レイアウト J96%、 「ユーモアJ94%、以下「ニーズJ87 

%、 「アクセスJ83%と続き、 B段階は「シェアJ76%、 「エゴイス卜 J71 %、 「メンテナンスJ67 

%であった。

誤答で一番多かったのが⑦で、 「テレビの良さはバリエーション次第だね。」を正しいとしたもの

だった。

-21-



(外来語の選択)!の 8設問

且
宮
木

五
ロ

ニエロl国
(84%) ③オリエンテーション(96%) ①タブーA 

(76%) ⑤エゴイスト(77%) 

(57何)

④フb 口セス

⑦バリュー

(65何)B I③フィードパソク

寸Zィ二ァチフ(州)

(22%) ②リベラルD 

設問 1-8は、示された字義に対して適当な語葉を選ぶ形式の問である。これは、外来語の設問中、

一番正答率が低かった。 A段階が二語、 B段階が三語、 C段階が二語、 D段階が一語であった。

設問の形式としては、語義を尋ねるという最も基本的な問のはずであるが、返って難しかったのか

も知れない。やはり、言葉は例文の中で生きて使われるからか…・・。

意外にも「タブー」が96%と高率である。以下「オリエンテーションJ84%、 「プロセスJ77%、

「エゴイスト J76%、 「フィードパック J65%、 「ノミリュー」は意外にも57%と低率。 iイニシアチ

ブJ48%、 「リベラル」に至っては22%であった。 i自由主義者」を意味する言葉に「エコノミス

ト」や「グロー/¥ル」を選んだ者が多かった。

一主ヨー

冥

(外来語を使った表現)

五ロ
ュ=口

lの9設問

(85何)⑤リスク(84何)

(65何)

(主1コンプレックス

⑤ジャーナリズム

(82何)

(65何)

(32何)

設問 1-9は、示された語葉を使って短文を作る形式の問である。結果は比較的良好であったが、

「ジレンマJ(32何)の使い方が熟していないものが多かった。 A段階では、 「メンテナンスJ82%、

「リスク J85%、 「コンプレックスJ84%、B段階は「ジャンルJ iジャーナリズム」ともに65%で

あった。 i夏目前、石の『こころ』は、文学のジャンルではとてもよい作品だ。」や「商品の開発にお

いては、かなりのリスクを必要としている。」など語義を正確に把握していないものが多かった。

外来語のまとめ

上記の結果を通して眺めると、問いの形式によってその出来不出来が大きく左右されるようである。

「示された語嚢を使って短文を作る形式」が最も正答率が低いが、もしここで取り上げた語を「例

文」の中で問い直したならば、また別の結果になったように感じた。出題形式についても今後検討し

つ』
円
/ω



があろう。

ょく

)内に、適語を入れ

f示された語葉を 1~ つ

を使って短文を作る形式j であった。

れる外来語でも、文脈の中で正しく使うことはま

に中掌牛にふさわしい外来語の選定についても

いて、正しし

の「示さ

していると

を深めたい。

るので、そ

、

2の J ( 

(96部) 多欠如 (95%) ⑤承諾 (88覧〉 ⑦執着主)

(77覧) (74%) (69同)

D (20出)

な漢語を選択する問題〉である。選択肢に意味

いることができるかどうかを問うた。難易度はやや高いと忠われた

4語、 B段揺が 3語、 D段搭が!

〕するJ 、 f黄任感、が〔欠如)するJ95%、 「金もうけに〔

るJ88%の正答率であった。 I執着Jについては、設問}

と低かったにもかかわらず、本設問で92%と高率で、あっ~。

りなかったものと考える。 B段階の語は、 「規律J 弘、 f情緒J75%、 f余暇J69 

%であった。誤答としては、 (規律〕ある行動Jの代わりに「秩序Jを選んだ者が全体の20%、

I (情緒〕が不安定Jの代わちに「感情」が19%、 I [余暇〕を活かす」の代わちに「寸暇j が17%

いた。類似した意味のため選択に迷ったものと思われる。

D段階の「時代と共に〔変遷)するj は正答率20%という低さで、

題〉での28%とほぼ開様の傾向を不した。誤答の「変動Jを選択し

!一! な莫語

は全体の54%にも

の

っfこ。

2の2(漢語 の理解)

五ロ
ニ
コ
ロ

ー主主一

家

(95完) ②威厳(銘記) (83覧) (93覧)

C (47覧) (57%) (57出)

D !③明朗仏語)



設問 2-2は、 〈似たような意味そもつ漢語の用例の中から正しいものを 問題〉である。

くなったと考えのそれぞれの用例が正しいかどうかをど判断しなければならず、

られる 0

8語のうち、 A段階は 4

A段階の語は、 [静寂〕

88%、 rC号、恵〕を

てj となっていたたり、

あっ~。

C 

D 

はなく

f安泰」

2の 3

(88話)

るJ95%、

、①の問題文

l語であっ ι 。

の〔捜索JJ 93%、 r [威厳〕が備わる」

あり、イ・ウ共に r[静寂〕を絞っ

r [静粛〕を破ってJ (誤答)とする

れら 3語は、設問 1-1 <漢

くなったのは、読むことはできても、

つ/こからと言えよう。自についた誤答としては、 「利害者

r [超過)サービス」を正しいとしたものが30%のつ~。

5九の正答率である。この間では、 「明るく、期も

倒を選択肢としたため、極めて難しくなったと

こと」で

れる。

(65見) ③呼応 (60先)

。

設問 2

(56主) (54話) (5己記) 話) ⑦過失(問先)

に対し適切な漢語を選択する問題〉である。

、B段階が 2語、 C段階がら語という結果となった。紛らわしし

つにと思われる。

f謙虚J88%。

f迎合J65%、 f呼応J60%である。 i[迎合〕するJでは、 可愛嫌をとるj を選

「呼;正~J は中学生にとって、中!の文;法で「呼応の副詞j さと学習するときくらい

もしれない。 i通じ合う Jの意味:こ引かれてか、必%が「精通Jを選択してい

る。

C段階の語は「寛容J r過失j が臼%、 「資質 i体裁」が56%、 f奇問日」が54%であった。 r寛
の誤答として、 「甘受Jが21%、 「勘弁j が1 いた。 i甘受」は「受Jの字;こ引かれたのであ

ろう。 i過失j についてはお%が f失態Jを、 f資 質 」 で は が 「 才 覚j を選択している。

では、 「面白J r見栄j を選択した者がそれぞれ20%、詑%いた。 r[敬蝦〕する j で辻32%

j fと選んだ。
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設問 2の4(漢語を使った表現)

正当率 三ロ五ロ ー粟巨L

A ①支障 (94出) ②軽率 (86出) ③共存 (95%) ④把握 (96%) ⑤賢明 (86出)

⑥激励 (91出)

B 

C 

D 

設問 2-4は、 〈指定された漢語を用いて文を完成させる伺題〉である。

6語すべてがA段階で、高い方から「把握J96%、 「共存J95%、 「支障J94%、 「激励J91 %、

「軽率J 1賢明J86%であった。文の導入部分が長く状況の設定が分かりやすかったこと、新聞やテ

レビなどでよく見聞きする漢語が多かったことなどが、正答率の高さに結びついたものと考えられる。

以下に、用例も含めて述べる。

「十巴握」については、ほとんどが「状[情]況を把握する」という用例であった。

「共存」については、 IAとB (と)が共存するJ 1 AがBと共存するJ 1両者が共存する」など

の表現で、概ね適切に用いていた。 1共存共栄」とした例が l例あった。

「支障」の用例は、多い順に「支障が出るJ 1支障を来すJ 1支障が生じる」であった。

「携妨力」については 1----から激励を受ける(される)J 1----を激励するJ 1激励の言葉(手紙)J 

などの表現を用いていた。誤答としては、 1----に激励する」のように助詞の使い方を誤ったもの、

「搬を飛ばすJ 1激励する」と誤って「激励を飛ばす」としたものなどがあった。

「軽率」については、導入文に「ても」を用いていたことから、結果的に、 「軽率」の意味・用法

だけでなく接続助詞の使い方をも問うことになってしまったが、比較的よく捉えていた。

「賢明」については、 1----する(しなし'1)方が賢明であるJ 1賢明とは言えない」などの表現を用

いていた。誤答で自についたのは、同音異義語の「懸命」と意味を取り違えたものである。また、無

解答の者が 5%いた。

漢語のまとめ

漢語の設問の中で最も正答率が高かったのは、設問 2-4 <指定された漢語を用いて文を完成させ

る問題〉であった。すべてがA段階、これは予想以上に高率であった。これらの語はし吋どれも、テレ

ビのニュースや新聞記事などでしばしば用いられていることが影響しているものと思われる。

学習にあたっては、語の読みや意味を単に覚えるのではなく、実際の文章や会話の中で使用されて

いるものをまとまった表現として身に付けるさせること、例えば、 「支障を来すJ 1支障が生じる」

などのように、後に続く助詞や動詞などと共に学ばせることが必要である。

さらに、漢語の読みに関しては、中学校学習音(訓)にとらわれることなく、ルビ付きで表記しで

ある文章に触れる機会を増やして、自然に身に付くようにさせたいものである。

語葉力を向上させる機会は、国語の学習場面以外にもある。イ也教科の学習や、メディアとの接触、

読書等を通じて学ぶことの方がむしろ多いであろう。すべてが語葉力に結びついている。
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(四字熟語・慣用句の意味の理解)

正当率 き日五ロ -案Eヨー

②栄枯盛衰 ③手前みそ ④八方ふさがり ⑤あぶはちとらず

A ⑥根も葉もない ⑦石橋をたたいてわたる ③虫が知らせる

~①凶問

2の5設問

この設問は、文中の括弧内に適切な語句を入れる形式のものである。

設問 2-5は、八問中、 B段階が一語、残りは全てA段階にあり、 「慣用句・ことわざ」の中でも

正答率が最も高く 87%であった。これだけ正答率が高いのは、和語の場合と!司じく出題の形式による

ものと思われる。

うち、九割を超えるものは「根も葉もないJ97%、 「虫が知らせるJ96%、 「栄枯盛衰J90%であ

る。 r根も葉もない」は、問題文が「噂」に続くものを選ばせるものであったから、比較的解答が選

びやすかったのかもしれない。 I虫が知らせる」は、中学生にとってなじみのある語句といえよう。

仏教語である「栄枯盛衰」といった四字熟語の正答率が高いのは意外であった。

八割のものは、 「石橋をたたいてわたるJ88%、 「あぶはちとらずJ82%、 「手前みそJ80%の三

語である。 I石橋をたたいてわたる」や「あぶはち取らず、」は、たとえ聞いたことがなくても読んで

意味が推測しやすい語句だろう。 I手前みそ」の正答率が他の語棄に比べてやや落ちるのは、家庭で

みそを作るということがないことが一つの理由になっているのかもしれない。

B段階の「四面楚歌」の正答率は75%。高校の国語で『史記』項羽本紀は採り上げられるところが

多いから、高校生の正答率はかなり高いのではないだろうか。なお、中学校の教科書では光村図書の

3年生用の教材に項羽本紀が採り上げられており、この教科書を用いた生徒に語嚢力調査をした場合、

同じく正答率が上がると思われる。

(四字熟語・慣用句の使われ方の理解)2の6設問

_Eョー
案

④取りつく島もない

⑦無用の長物

五ロ
ニ
コ
口

①すみに置けない

⑥ぬかに釘

⑧怪我の巧妙

ハ
h
u

円
ノ
ム
]
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この設問は、当該の語震について、正しく{吏用されているものを選択するというもので品る。

B段揺が二語、残ちの六語はA段階に属する。 i環用可・ことわざj の中では、三番呂

高く、 86%であった。

九割を超えた語句が、 「さじを投げるJ97%、 fぬかに釘J93%、 「すみに置けないJ90%の西語

である。これもの四語は、いずれも日常生活の中で債いこなされている語句といえよう。

「無用の長物J85%、 f取りつく島も無いJ81%のニ語。 i無用の長物j は、この語句を知ら

くても、 f無用」という語句から意味が大体想像できるかも知れない。一方、 f取りつく島も無いJ

は、語句から意味を推測するのは国難であろう。そういう意味で正答率がやや低くなっているのかも

知れない。

B 段階に る は、 の功名J75%で、 j は?害IJを切る69%。

Jは、怪我と の関係がつかめると きるだろう。逆に は、この

の中に分からない漢字詰一つもないだろうが、そこに集約されている意味 くいものであ

はそれほどる。それだけに正答率もかなり低くなったと思われる。同時に、中学生にとってこ

日常生活において、なじみ深い語句で誌ないと判断してよいだろう。

2の7 -慣用句の選択)

A ⑧光陰矢のごとし

日 の陣

C けは人のためなら 争筆がたつ

D ③気がおけない ⑦過ぎたる

この設問は、赤された字義に対して

わさや iの設問のうち、日%と最も

がし寸tれもこ語ずつめつ~。

ざるがごとし

の間である。

、B段階、 C び{こ D

A段階の語句は、 「光陰矢のごとし J96%と「空前絶後J8]%。前者は意味の定巷率が高いのに対

し、後者が低いのは使用頻度の差によるのかもしれない。 B段搭の語句は「背水の陣」が7]%、 i-

自置く」が60%である。 i育水のp車Jは、韓告の故事( w史記~ )を知らないと解答が得難い問であ

る。 i-呂置く」は、囲碁{こ由来する詰裳であるが、中学生にはなじみの無い語句のようである。

C段階のニ語は iJI嘗吋は人のためなちずJ %と「筆が立つJ i清けは…Jの汗答率が{氏い

のは、言わば、望文生義になりがちな語嚢だからに遣いない。 i筆が丘つJは、

いj であるが、誤答の「字がうまし'1Jを選んだもの

としJ38%、 f気がおけないJ35%である。 i過ぎたるは…J

のだが、誤答の選択肢に「判事もやりすぎはよくなしリという

があったので、これだけ正答率が低くなってしまった。出患者側

けないj はわ1Iぎけは…j と同じく、望文生義になちがちな語句の一つ

う問題といってよい。

27 

るは及ばさザるがご

も{まどほどがよい

とができないもの

あった問で島る。 r気がお

る。知識があるかないかを



設問 2の8(ことわざ・慣用句を使った表現)

正当率 三日五ロ 葉

A ①七転八起 ②あとの祭り ⑤頭角をあらわす ⑥異口同音

B ④板につくる ⑤たかをくくる

C 

D 

この設問は示された語葉を使って短文を作る形式の問である。 i慣用句・ことわざ」の設問のうち、

二番目に当たる86%の正答率であった。 A段階の語句が四語。 B段階に当たる語句が二語である。

A段階で九割を超えるものは「七転八起J95%を筆頭に、 「あとの祭り J i異口同音」同率92%で

ある。この三語はかなりなじみのある語句といえよう。また「七転八起J i異口同音」は、漢字から

意味を推測しやすい四字熟語であって記憶しやすいものといえる。 i頭角をあらわす」は85%である。

やや正答率が落ちたのは、先の三語に比べてなじみが薄いということ、また読んだだけでは意味がな

かなか想像し難いものだということによるのだろう。

B段階のものは「板につく J79%、 「たかをくくるJ75%の二語である。 i板につく」は、もとは

俳優の演技が舞台に調和することを意味したが、転じて動作態度などが、その地位や職業などによく

似合っていることを意味する語句である。 i(練習したかいあって)スインク。がだんだん板について

きたJ (※「練習したかいあって」はあらかじめ問題用紙に書かれている)のような解答は問題無い

だろうが、 i (練習したかいあって)、姿が板についてきた」というような、正答にするのに判断を

迷ってしまう解答もいくつかあった。 iたかをくくる」の誤答としては、 「くくる」という語から想

像して「住んでいてもいつかはたかをくくる時がくるだろう」といった珍解答があった。

0
0
 

つ山



ことわざ・慣用句のまとめ

「慣用句・ことわざ」全体の正答率は80%であり、出題した語葉については、かなり使いこなせて

いると考えられる。ただ語棄の意味を正しく説明できるかということについては、設問 2-7が物語

っているように、多くのものが説明できないだろうと想像される。

設問にとりあげた語嚢は大きく三種類に分かれると思う。一つは、 「石橋をたたいてわたる」や

「ぬかに釘」また「七転八起」といった語嚢で、これらは意味が分かりやすい分、記憶にも残りやす

いものである。また一つは、これらとは逆に元の意味を知らないと解答が全く得られない質の語葉、

いわば典故を理解していないと意味が分からない語棄で、 「背水の陣」や「一回置く」などがその例

に当たる。もう一つは、望文生義になりがちなものである。ある慣用句やことわざの字句に意味の分

からない語句が一つもないだけに、思い違いをしてしまうもので、 「情けは人のためならずJ r気が

おけない」などがその例に該当する。

以上のうち、最も記憶に残りやすいものは一番目であろう。二番目に当たる語嚢については、知識

の有無が正答率を左右する。知識がないとさっぱり意味が分からない語素であるだけに、意識的に覚

えようとする力が最も働く語葉と言えよう。記憶するのに難しいと思われる語棄が三番目のものであ

る。読んで何となく意味が分かつてしまうだけに、勝手な判断が働き原義と恭離してしまうだけでな

く、望文生義によって得られた意味が独り歩きをしてしまう。正答率が低くなってしまうのは、明ら

かにこうした語葉であろう。生徒に教える場合にも、こうした語葉について注意を喚起することがが

大切だと思う。
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D40同未満C 40出 ~60出未満B 60~80出未満

〔言5ミ手±安全本交〕

A80旬以上

(漢字の読み)lのl設問

i

葉

矛盾 連座

竜頭蛇尾 (95旬以上)

雪辱

紙面楚歌

A 

呉越同舟 (20人)老婆心 (2]人)

未曾有(39人)遊説(37人)

場(29人)

(]9人)

i c i星霜(39人) 風間 (35人)

LD !焦眉 (5]人)

比較的よく読めるという結果が出た。しかし、内容を精査してみると、問題も多々ある。

まず第一は、 80人中三人は 3分の l以上の語が読めていないことである。] 1語読めない者が一

人、]2語読めない者が一人、]9語読めない者が一人おり、これらの生徒は、今後国語力を高める

上で語葉カが重大な障害となると考えられる。ことに]9語と、全体の 3分の 2の語が読めなかった

生徒については今後は大変憂慮される。国語の普段のテスト結果と比較してみる必要がある。

第二の問題は 6割以下の者しか読めなかった語が 4語あることである。し1すとれも日常生活ではなじ

みの薄い語であろうが、 「風間J i遊説J i未曾有」など、けっして日常で使われない語ではない。

殊に、風間、未曾有などは、文章上けっして使用頻度は少なくない。むしろ文章を読解していく上で

は欠かせない語である。生徒が日常生活の中で使わない以上、学習の中で指導者が教えなければ使え

ないままになってしまう。また、 「星霜J i焦眉」は日常会話でも文章中でも使用頻度が少ない語で

ある。したがって、その語単独の読み、意味ではなく、 「星霜を重ねるJ i焦眉の急」など、まとま

りをもったものとして理解する方がいいだろう。まとまりをもっ慣用的な表現として理解させる指導

の必要があろう。

第三の問題は、学習時間、機会の問題である。 i独壇場J i老婆心J i呉越同舟J i羊頭狗肉」な

どはおそらく以前の高校生であれば、今回の調査でもほとんどの者が読めた「温故知新J i疑心暗

鬼」と同様、普通に読めた語であろう。故事やいわれを一度聞けば、そのまますんなりと理解定着さ

れる語だからである。したがって、こうした語が読めないのは、こうした語に触れる漢文などの学習

の時間や機会が減っていることが原因と考えられる。この調査からも明らかに生徒の学習条件が以前

と異なってきていることが分かる。

-30-

国 l
l完壁 虫日 以心伝心 ( 1州)

[寒心 屈指 啓蒙 失脚 指南 推敵

登竜門 温故知新 疑心暗鬼 五里霧中

光陰(6人読めず) 破天荒(10人)



設問 lの 2(和語の意味の理解)

正当率 三日五ロ 嚢

A ①しいる (96知) ②いぶかる (82知) ③心もとない (95出)

⑤しのびない (87知)

B ⑧やぶさか (64知)

C ④なおざりな (54何) ⑥したり顔 (55何)
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一文の空欄の中に入れるのに最適な語葉を選ぶ問題である。具体的な文が示されているので、空欄

の前後をよく読めば、どのような意味の言葉をもってくるべきかが掴みやすい。全体の傾向としては、

次のような点が見られた。まず、日常生活で用いることの多い語葉についての設問や他の選択肢の中

に迷うものが少ない設問については、正解率が高かった。①「しいるJ (96%)③「心もとない」

( 9 5 %)⑤「しのびないJ (8 7 %)などは前者にあたり、②「いぶかるJ (82%)は後者にあ

たる。

逆に正解率の低かったものは、生徒たちの年代ではほとんど使わない語棄についての設問や似た言

い方をするものが選択肢に含まれている設問などである。⑧「やぶさか(でない)J という言い方に

すべきところに、 「っきなみ」を選んだ生徒が比較的多かったのは「っきなみでない」という表現が

よくされるからであろう(正解率 64 %)。④「なおざりな」を入れるべきところを「ざっくばらん

な」を選んだ、生徒は、両方の語を普段使ったことがなく、意味も分かっていないのだろう(正解率

5 4 %)。⑥「したり顔」を「えび、す顔」とした生徒は、比較的近いものを選んだが、文全体の意味

合いを解釈する力に欠けていた(正解率 55 %)。最も正解率の低かった⑦「かこつJ (26%)は、

言葉としてのなじみがない上に、 「ぶちまける」を選んだ生徒が多かったことからも分かるように、

「不満をぶちまける」の言い方と混同しやすかったのだろうと思われる。

設問 ]の 3(和語の使われ方の理解)

五ロ
エ
三
ロ

t=;!; 
果

B 

①あえて (100知)

⑦根回し (96知)

いまれな川

②あからさまに (99何) ④思惑 (95知) ⑤くまなく (92出)

C 

D ⑥うらぶれた (36同)

ーょっJ



ある語嚢の{追い方として最適な…文を選ぶ設問である。語輩の意味が分かつているだけではなく、

の異体的な使い方や言い回しなども知らないと答えもれない。しかしこの問題については、日

く使う言葉が比較的多かったせいか、正解率が全体的に高かった。ことに rあえて」は一人

もまちがうことなく、正解率 10 0 %であった。争「あからさまにJ r思惑J rくまなく J⑦

f根回しj なども、ほぼ全員正解であった。 7る%にとどまった⑧「いたたまれないJは、選択技7

の「いたたまれなくなってj という、よくある言い方に引きずられて選んでしまった

しfこよう F日

の低かった③ fおしなべてJ (54%)の答えとしてイやエを選んだ生徒は、言葉の意味そ

のものを理解していないためと思われる。聞いたことはあるけ机ど、意味は確認して ζなかった言葉

の氏表なのではないか。この問題中、最低の正解率 36%の⑥ fうらぶれたJもその類の雷葉であろ

う。ウやエを

くし、。

が多いが、どん の一文として でいるのだろう。ちょっと しに

設問 !の 4( 

この

の選択)

ーされず、

かった

りJは、 {まぼ 100 で

④「老舗Jが76%と

①「とみにJ rつとにJ

く耳にするはずの言葉なのだが、

うがつ

の中から選ぶものである。前後にヒントがなく、な

が低くなった。

している。③「うなぎのぼり」や③

されやすい言葉であるにもかかわもず、高い正解率であっ ''--0

ア{こ惑わされたよう~。

fさいなむJは40---50%といったところであった。どれも割合よ

な確かめずになんとなく盟いてきたといった委員のものであろう。

れを機会に的確に使えるようになってほしいものだ。

「うがつJは29 、恐「ゃっすj に主つては 22九となる。なお⑥の fやつ

における最低の正解率である。 rうがつJは普段読む文章にでてくる

くはないが、 「うがちJ rうがった見方j 等の雷い方を自にした号耳にしたことは為るだろう。文の

にある場合はなんとなく意味が分かるような気がしても、いざ一語で問われると答えにくし

ある。 rゃっすj は「やつれるj と混同した生徒が多かった。そのため、選択技ア・ウを選んで、しま

っている。{告動詞と自動詔の7]IJといったことなどにも在意を払わないよう~。
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設問 iの 5(和語を

正当率 4葉

A 

C がれ (49先) 「夕焼けj をイメージするものを た場合

D !@ゆゆしい (3掛 ④た (29話) ， I Jをイメージするものを除い

」の問題は、ある

5において

るようにしfこ。

を以下に

第一円、

ある。

を用いて、指定された雷葉から始めて知文を作るものである。外来語でも検

じ形式の設問を置いたが、それよりも出だしの言葉を短くし、より自由に答え怠

の問題は、採点した結果から考えさせもれることが多くあった。そのうちの

しない{頃向が強いということで

としたところ、こちら

したのとは異なる品訴ととらえて使う生徒が非常に多かった。たとえば③の

とながら名詞として出題したのだが、正解者 35名の中で名詞の形で答えていたのはわずかに 9名で、

あとは勝手に動詞とし、 f茶道を少々たしなんでいますj などの文を作っていた。出題者は辞書の見

と思っていたが、生徒の認識は必ずしもそうではなかったのである。

、語の意味の「変遷Jと「誤用Jの見極めがむずかしいということである。それを痛感し

のは「たそがれJだった。生徒の解答は、 「たそがれJの語源「誰そ彼j の日脅さを意識しないものが

い。むしろオレンジ色の「夕焼けJのイメージを思い浮かべている解答が非常に目立った。(1 8 

%)たとえば、 「空は黄昏誌に染まった。」というふうに。これは、もともとの意味からは間違いで

あろうが、このような苦い万辻近年確かによく耳にする。 I黄昏Jという漢字をあてであることがカ

ラブルな印象を強くもたせることにつながったのだろう。果たしてこれは「誤用j なのか?それとも、

は認められている言い方なのか?迷うところだ。 Iたそがれj については、生徒の答えとして

目立ったものがもう一つある。悲しい気持ちで、彼はひとりたそがれていた。」のような答えであ

る。 IしょんぼりしているJ くらいの感じだろうか。これを書いたの誌なんと全体の 25 。にもな

る。通例の言い方としては認めがたく誤答としたが、彼らにとってはこの答えは立派な f正解Jなの

ろう。

とめ

についての調査結果(高校)全体を過して感じたことをここ点述べておきたい。

に、意味の変遷についてである。今回の語量調査で取り上げた和語辻、当然ながら古語と採い

かかわりをもつものが多い。長い年月使用されるうちにその意味は少しずつ変わっていく。また[弓じ

社会においても、いわゆる「若者言葉J I流行語Jとしての扱いを受け、正式な意味や古い方として

もれない場合もある。どの時点で「正しいJ意味として認められるのか。これ{またいへんむずか

しい。第 5問の「たそがれj のところで述べたように、たいへん多くの人が使用している場合、

が変化したものとして「正しいJあるいは「慣用」と認めてよいものかどうか。他の語棄の場合、とも



比較しつつ、考えていきたい。

第二に、語嚢を「知っている」ことと「理解すること」、 「使いこなすこと」の間にある隔たりに

ついてである。第 3問.4間にあった「おしなべてJ rうらぶれたJ rさいなむ」などは日常的に自

にしたり耳にしたりする機会は多いはずだが、正解率は 50%前後、あるいはそれ以下であった。生

徒たちの意識の中では「それ、知ってる」という部類の語蒙なのだろうが、他の言葉で正しく言い換

えたり、会話や文章の中で正しく使ったりはなかなかできないということになる。 r知っている」言

葉を「理解しJ r使こなせる」ようにするにはどのようにすればよいのだろうか。表現指導の方法を

考える際の、注目すべきポイントのーっとなると思う。

言葉は生き物であり、使われ続けることによってその命を保つ。日本の社会で長く使われてきた言

葉をこれからも大切にしていくために、私たちは何をしてゆくべきなのか。この大きな課題に、今後

も取り組んでいきたい。

設問 lの 6(外来語の意昧の理解)

五ロ
ニエロ 東

(97出) ノスタルジー (91出) エコロジー (97出) ネガティブ (88出)

(96出) シチュエーション(100出) ストレス(100出)

設問 1-6は、文中の空欄に、四つの選択肢の中から適切な語を選ぶ形式の問題である。

A段階の語が 8問中 7問あり(ビジョン、ノスタルジ一、エコロジ一、ネガティヴ、イベント、シ

チュエーション、ストレス)、正答率は非常に高い。 rシチュエーションJ rストレス」は 100% 

正解であった。日常生活で使用する機会の多い語であり、完全に語嚢として定着していると思われる。

B段階の l語は「コンセンサス」で、 「地域住民の( )を得て……」という文脈にもかかわらず

正答率が 74%に留まった。 rコンセンサス」の正答率が低い理由として、まず他の選択肢の語との

混同によるものが考えられる。設問では「コンセンサス」の他に、フォロ一、サンプル、シフトの 3

語を選択肢として使った。しかし、 「サンプル」との混同が多少あるものの、それほど選択に迷う語

ではないと思われる。やはり、この「コンセンサス」という語自体の理解度が低かったのが主たる原

因であろう。とはいえ「ネガティヴJといった、日常生活では使用頻度の低い語でさえ、正答率が 8

8%であり、それに比較すると低さが目立つ。新聞の記事やニュースで使用されることも多い語であ

るのに正答率が低いのは、生徒の社会的な事柄に関する知識や興味が低くなっていることとも関連す

るのかもしれない。カタカナ語については、耳にしただけでは理解できるものではないので、興味を

持って内容を理解しようとする態度が語葉力を高めるのだと思われる。こうした語の定着のためには、

一般的な新聞記事やニュースに触れる機会を増やすことが大切だろう。
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lの 7( の使われ方

(99見) イデオロギー(山発) インスピレ…ション (80話)

B 

C ジェンダー (58恥 しトリック (59完)

D 

設問 J-7は梼線部の語が正しく用いられている文を四つの選択肢の中から選ぶ形式の問題である。

6問。アイテム、イヂオロギ一、インスピレーション、テリトリー、モチベ

ション、ヒューマニズムで島る。 iインスピしーションj が 80%の正答率でやや低いものの、か

り高い正答率だといえよう。 iジェンダ-J (5 8 %)と「しトリックJ (59%)の 2語がC段階

の正答率であった。この正答率の低さ辻全設問の中でも特に目立つものである。考えられる原因とし

て、二点あげられよう。まず、 「ジェンダーJ iしトリックJの2語の特殊性である。 iジェンダ

、生徒にとって身近な言葉ではなく、自にする機会が少ない語であろう。しかし、正答率が 5

8%であるのは、他の設問で取り上げた「フェミニズム」の正答率 89%に比較すると低すぎる

ある。 rレトワックJに関しでは、語自体が高校生〆に定着していないようである。やや正答率が低か

った「インスピレ…ションj と向様、現在の生徒にはなじみが薄い語で、後用頻度も下がっている語

と言えるかもしれない。 iアイテムj が 99%正解だったことと対黒的である。

の問題形式の場合、選択肢として使用した他の語の影響も考えなければならず、 fジェンダ…j

fレトリック Jの2語の特殊性だけが原因であるとは確定できない面もある。 iしトワック」の場合、

信の選択肢で「ヂリパリーJ オンブズマンJ メンテナンスj を使った文章をあげたが、それもの

りに気づきにくかったため、正答率が下がったのかもしれない。この出題形式では、誤りを含んだ

をあまつ紛らわしい形で出題すると、正確に語嚢力を問うことができない。誤りとした語のしべ

んなどの程度にするべきか、今後の問題作成における課題であろう。

設問 !の 8(外来語の選択)

A アイデンティティ影

テクノロジー (8告発)

B イ

C 

/てうドックス (84話) 口ジック (88話)

フィードパック (99弘) フェミニズム (8告発)
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金
丸- を選ぶ形式の ある。1 -8 (ま、 i喜

入段階の語は S ンティティ、パラドックス、口ジック、

/ミック、フェミ

どやさしい誌を

ムである。い

だつもりで

も正答率はさ 0%前後である。

く、逆に意味ι{ー

語を でしまった傾向があったにもかかわらず、このよう

れてい 使用頻度の少ない語でも

タカナj苦について問、

ちの判断ができると吉えるのではないだろうか。

設問には対応できる能力は身についているという結果、こうし

の品い

に基づいて、

られなくても、こうした

られる。

B段踏の 2語については、 「インフォームドコンセント J

くなりつつある3きだと思われるが、やはり、ま

の用語として、社会的に使用

に定着していないため、 71出

あったのだろう。設問 1-6 rゴンセンサス」、設問 1-7の「ジェンダー」と並べてみたと

きに、同様の頻向を示しているのがうかがわれる。もう…つの語、 「ノミリコニーションJについては、

語の意味として「物事の変化・変動。物の変型、変種。」をあげた。これが設問として適切な意味で

あったどうか、反省材料である。しかし r/ '¥'リエーションJという語が日常生活では、かなり安易に

いられている傾向がお号、正確な語の意味について意識されていないことも正答率が{互い原因とし

てあげられよう。

設閤 !の 9(外来語を使っ

B エゴイズム (72出) グローパル(民主)

C 

D 

設問 i… 9 、 され を して短文を作る の問題で島る。

6 であった。ニュアンス、ニーズ、インパクト、リスクで忘る。 B段階

?エゴイズムJ IグローノりレJの2語である。

の方法として、文の書き出しを限定し、字数制限を設けた。例としてあげるならば、 fェ
ついては「このIJ ¥説の主題は、 j という書き出し、 「グ口…ノりれについて

、Jという書き出しを与えた。これは、使用した認の意味を理解して行文しているの

かどうか判断しにくい又な排除しようという日的であったが、使用場面を限定してしまうという欠点

もある。また、 1 5字から 30字という字数制限によって、あまりに短くて語の意味が理解できてい

るのかどうか、判別しにくいものは誤答として扱った。こうした点

れない。それでも「インパクト Jや「ソスク j といった語は、ふだんから目

使用することも多いのであろう、正答率は 99弘、 97%と非宮に高い。

rニゴイズムj の正答率が 72%というのは、事11えば小説を学留する際などに用い台れるだろうと

いう予想、からすると、;意外な結果で、あったが、 「このIJ ¥説の主題は、エゴイズムだ」など

の解答も誤答としてカウントしたため、正答率が下がったことも考慮すべきであろう。語の理解だけ

36 



でなく も してくる ため、 し い語を も必要だったかもしれな

~'o 

fグ口一ノミルJについては「グ口一パル化するJ iグ口…パルな読点で」といった正答を期待し

のであるが、そのような用例は意外に少なかった。単純な名詞として慎用した「グu…パル社会J と

いった例や挫の設問よりも無解答が目についた。 iグ口一パ)j.，.Jという語については、意味をあいま

いにしか理解しておらず、文章として活用する力が不足しているといえよう。

)の理解力は高い。出題した 30間のうち、 B段階

C段階の語が二つだけで、告の 23 ~誌はA段階という結果であった。もちろん難解な専門用

排除してあるが、予想よちも正答率が高かったという印象を持小川

しかし、個々の設問での解説でも述べたことだ、が、カタカナ詔については、正確な理解をしていな

くても、それが用いられる分野や文訴から見当がつき、意味は何かと関かれて答えられなくても、設

には対応でき解答することができるようだ。そのような点が告の分野の語最力と違う特色であり、

いまいな理解ですませている点をもっと

るが、誤った使い方を判別する力、適切

っかんではい

多いので

~，か。 とし1つ

と思われる。

が語裳力を

・関心、

2の 1( 

うした総合的

{こしただけで

るのだろう L

して意識的

の理解)

7己/80 73/80 

る力をつけなければいけない

いので、興味を持って内容を理解しようと

のためには、日

を養うこと

79/80 や未曾有 64/お

B 56/80 ⑥独壇場 61/部

C 

D 

に適語を

f居指Jを

してよい

される o J 

iこイ

70/8 0という

させられた。

る設問である。 している3話と できる。

7 9/8 0という正答率でみる。この語は完全に定着していると

もので、 56 8 0という結果である。 r汚1毒事件に( )して逮捕

を選んだ、ものが 16名と多い。指南を指導と混同したためか。

を連想したのかもしれない。

しんで研究する。 J

で、 79/8 0とほ
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「完壁」と誤る者が多いと予想される。漢文

で、 64/800 I()の経済恐慌が起こる。 J

ら理解させる

、イ「

がある 6

2名と

を見て、 「擦j の字につられ

(ダン〉場Jで、 61/8 0。こ I ~，はく J つきのもの。本来は f独控(セ

ン) で、ある。 I撞j は「ほしいままj

ということで誤用したもの。オ

It重Jは「土で築いた祭壇Jである。 I独り舞

としたもの 10名。要するに言葉が盟解できていない。

「疑心暗鬼J 76/800 

済の行方はまさに ( )といつ

にま吉びつけたようである。この

Jo 73/800 

ウ「呉越同舟j 4名。 Ify方Jから

りにすると「五里夢中Jの誤答が多くなる。

この組、 「独壇場J、 りにするとかなり悲J惨な状況になりそうである。

2の2( の使われ方

⑤快適 80/80 ⑦有頂天 80/80

76/80 

B I応醗 51/80 告:破天荒 57/80

しくF=I~ l可られている漢語を である。 とニ種類 いられている。

」を昨いてはほぼ定着している。

①は WI忠安JにふけるJという慣用句的なものが正解。

である。選択援は「思索Jと「因縁Jo 24/80と悲惨

とJ思索してみよう Jを選び、 「忠紫Jな単;こ「考えるJ

き漢語

「・・・・ー…ちよ

いことが分かる。ま

f因縁Jを IJ京自j と混同した二こを選んだ者、 1 0判。

@は f架空Jと「違和感J という語であるが、 80/8 0で 完壁 。披 露」 、

8 0でほぼ定着。④ I}芝、離打、 「車交差Jo 51/80と意外な結果。 I……作品

ってよかったj を選んだ者、 22名。もしかすると「較差j は読めていないのかもしれない。

「画期的Jはパーフェクト。 I快漣な空の旅」は耳になじんでいる誌なのであろう。

74/ 

。破天荒を文字通りとらえて、エ「とんだ破天荒の日の出発となってしまったj を

選んだ者、 23名。理解していない。 I不祥事J品定着。⑦「有項去J、 「正念場J0 これもパーフ

ェク人命「心機一転J、 「金輪際Jo 76/80でこれもほぼ定着。全般を通しでも言えるが、

に法強いようで忘る。
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2の 3 (漢語の選択〉

A I遊説 67/80 竜頭蛇尾 78/80

B 57/80 63/80 ⑤温故知新的/80 57/80 

C 43/80 47/80 

な選ぶ設問である。

い。詮43/8 0で、この訴を理解していない者が多いことが分

る。選択妓ア「非常に冷酷で人間昧がないこと。 J を選んだ、者、 18名。エ f冷淡で人として

に欠けること。 Jを選んだ者、 18名であった。②は f光絵Jo 57800 イ「善と悪。 J 1 2名。

ウ「性格の裏表。 J6名。ア f日なたと日設。 J 5名。 r光陰矢のごとしj ということわぽは定着さ

せたい。 φ「盟関Jo 47/80であるが、ア rJ誌のたより Jも f顧問Jと言い換えられるので、

として不成立。今日の反省点の一つである。アは 21 で、合計 68名が正解ということになる。

f忠告やしきたり Jとした者、 γi名。 r遊説Jo 67/80。イ rJ按び半分の真実IJさに欠ける

j を選んだ者、 1 2名。

閉を読んでいない証左であろう。 r遊説j

/8 00 ウ「立身出世するための出発点。 Jを

る f遊説」を していないということは、新

もある。⑤「登竜門j 。ら 3

していると宇j断し

てよい。ただし、 r の意味合いが分かっていない。⑥「話故知新Jo 60/80。エ「

を知り、どちらも大事にすること。 Jを選んだ者、 1 5名。 r温故知新Jと

いう語を知ってはいるが、正確に意味を押さえていないためである。① f呉越同舟J0 5 7 8 0。

ア「仲の良い者も悪い者もみな向じ場所にいること。 Jを選んだ者、 12名。イ「仲の良い者どうし

まること。 J 1 0名。 r竜頭蛇尾Jo 78/80で、法ぽ定着してい

2の 4( を使った

*ム印は、 における
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指定された漢語を用いて、 20----30字の短文を作る設問。

①「焦眉」は 3/80で、ほとんど理解されていない。。設問としても「焦眉」だけを挙げたため

か。 i焦眉の急」まで記すべきであったかもしれない。ただし、そこまで記しても正答率は変わらな

い可能性がある。 i焦」を「あせる」の意に解したものが目立った。この漢語は高校 l年生にとって

は、 「死語」なのであろうか。②「雪辱」はスポーツ紙の活字で見ることが多いので、理解している

者は多い。ただし、 21/8 0で、慣用的に誤用していると考えられる。顕著な誤答は、 「雪辱を晴

らす」と記述した者がなんと 51名にのぼった。③「老婆心Jo 19/800 i老婆心」を i~彼の

幼稚な行動に対して、』老婆心がくすぐられた。」のように「やさしい心」の意でとらえた者が多か

った。④「以心伝心Jo 58/80。ほぼ定着しているが、日本語と語順の違う漢語を短文の中に用

いることは難しいようである。 i~家族なのだから』たとえ離れた場所にいても、以心伝心するのは

当たり前だろう。」などの例が目立った。⑤「四面楚歌Jo 56/80。これも④と同様、 i ~あま

りにも自分勝手な彼は、』四面楚歌に色々な人から嫌われている。」などの誤用が多い。意味的には

ほぼ理解しているようである。⑥「羊頭狗肉」は、 「まさに羊頭狗肉である。」などのように羊頭狗

肉自体を意味として、短文の中で用いることはめったにない故事成語なので、正答率も悪かった。

1 8/8 0。別の四字熟語にすべきであったかもしれない。意味は分かっていると思われるのに、短

文としては不適切なものが、 i ~こんな商売のやり方では、』さぎのような、羊頭狗肉で、せっかく

売っても犯罪になる。」のように 21名あった。

漢語のまとめ

大人の間では常識と思われる漢語でも、高校生にとってはなじみのない言葉が多いように思われる。

もっとも国語科以外の教科の教員にアンケー卜風に尋ねた結果であるが、 「焦眉の急」などは大人で

も知られていないことが判明した。日々、授業をしていて当然知っていると思われる言葉を意外に生

徒は知らないという事実に当惑、している。たとえば、つい先日も、 「とんま」という語を知らない生

徒がいることに驚かされた。全般を通して、漢語に関しては、四字熟語はかなり理解している。 1)付属

小学校-中学校での教育の成果かもしれない。

また、問題の立て方によって、解答がかなり左右されることも分かった。設問を作る段階で、もう

少し時間をかけて吟味すべきであったかもしれない。

設問 2の5(四字熟語・慣用句の意味の理解)

一
志
十

一
当

一
正 7 五ロ

ニコロ 東

①けりをつける 78/80

④二枚舌を使う 72/80

⑦対岸の火事 70/80

③船頭多くして船山に登る 69/80

⑤立つ瀬がない 77/80

⑧歯に衣着せず 66/80

⑥しのぎを削る 73/80

B 

c ②お茶を濁す 33/80

D 
し白鳥司自一一
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8問中の?問ま

しづ諺・慣用表現を

8 0パーセント以上の正答率と

はほぼ十分と判断される。

ており、その文意の中に援くのにふさわし

て、{告の選択肢として掲げた諺・

現を諮ったのでは、その文意が通らなくなるという判断もできているわけで、①で震えば、 「替を

けるJ r腰を洛ち着かせるJ r手ぐすねをひく j などについても、おおむね適切な用い方ができるの

ではないかと推測される。③についても字面に引かれて「多多益益弁ずJを選ぶケースが多いのでは

いかと予認していたが、正答率 88. 2パーセントであった。②「お茶在講すJだけが低し

で、この;1費用表現が高校生にとって隷遠いものになっていることが明らかになった。 r適当にj とい

う語が、その本来の語意よりも広がっており、 「お茶を濁すJという微妙な表現にとってかわってい

る結果とも考えもれる。

2の6( • J慣用句の使われ万の理解)

A C々 78/80 うつつな抜かする9180 口裏を合わせる 761お

日 これ見よがし 50/80 再刃

60/80 

51/80 

につきニつの諺 e 慣用表現についての認識を試すようになっている。 r口裏を合わせる」

も高かったのは、現今の世相を反映して、テしピ・ニュースや新聞記事を通じて触れること

が多いせいかと考えられる。正答率Bに分類されたもの「角が立つ rこれ見よがしJ r両刃の斜J

「取るに足りないJも、日常生活の中でよく読んだり聞いたっし、自分でも使っていると思われるも

のである。この結果宏、 2-5で 8問中?関までがAに分類されるという結果と考え合わせると、こ

の方式が厳しいものであったのかもしれないという可能性が出て来る。今後の調査方式を

する際に考慮すべきことである。 rけんもほろろj の正答率が低いのは意外な結果で、むしろ「さ

を読むJ (Aに分類)の方が縁遠いのではないかという予測を覆す結果となった。
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設問 2の 7 (四字熟語・慣用句の選択)

率当正 五ロ
ニエロ 葉

A !高 嶺の花山O 襟を正す問。 隣をかむ川O

花を持たせる 65/80 白い限で見る 69/80

二の足を踏む 66/80

1 c 1足元を見られ

(寸一一
2-6に比べると、単純に意味を問う設問で、文意との整合性を考える必要がないせいか、比較的

難しい慣用表現を選んだのに、おおむね高い正答率を示した。 I高嶺の花」については約 92パーセ

ントの正答率で、予測をはるかに上回る好結果だった。生活関連のテレビ・ニュースや新聞記事で、

実感をともなった比倫表現として印象に残っているのではないかと考えられる。 I襟を正す」も、現

今の世相の中で目にし、耳にする機会の多い表現なのであろう。それに対して、 「身も蓋もない」

(正答率 72パーセント)、 「足元を見られるJ (約 53ノて一セント)の不振は意外であった。こと

に「足元を見られる」は、大人の会話では口にされても珍しいことはないのだが、高校生の生活範囲

においては、この表現を用いたくなるような局面・状況は少ないのであろうか。あるいは、 「弱みに

つけ込まれる」などのような表現の方が、高校生にとっては、より身近なものになっているのかもし

れない。

設問 2の8 (四字熟語・慣用句の選択)

葉

⑤濡れ衣を着せる 72/80

水 53/80

c 

i D ⑥餅 ち戸戸川 7 
諺・慣用表現を、こちらの用意した文頭(こ続けて書く文の中で適切に用いるという設問なので、単

に諺・慣用表現の意味が分かっていて的確に使えるのかという力を試すのに加えて、ある程度、状況

や背景を自分で設定する能力も要求される。したがって、正答率は低くなると予測していたが、実際

に得られた結果は、総体的にはおおむね良好といえるものだった。②「手を焼く」の文としては、わ

がままなクラスメ-卜を素材としたものが多く、日常生活の中で実感をもってこの表現を捉えている
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ことが窺えた。④「火に油を注ぐ」についても同様の傾向が見えた。⑤については、 「濡れ衣を着

せ」られた友人を見捨てるという行為を非難するという設定が圧倒的に多く、高校生がどのような行

為を「醜・悪」とみなしているかの一端が表れていた。

これに対して、 「鼻持ちならない」は、その意味を理解していないと思われる解答が多く、わがま

まな行為や傍若無人な行為に対する嫌悪感・反擦の表明として用いられている解答が目立った。 Bに

部類された「焼け石に水」も、やはり意味をわからずに無理に文を作つであるケースが多かった。

四字熟語・慣用句のまとめ

四字熟語・慣用句は、個々の単語に関する語葉力とは異なり、その背景に比11命表現や生活実感にも

とづく表現などの広がりを持つ。また、それらについて的確な知識を持つことによって、表現したい

さまざまな心情や複雑な状況、ニュアンスを、短い言葉で的確に表現できるという、より高度な表現

力を身につけることにもつながる。若年層の国語力の低下現象が危機感を持って指摘されている今、

「語」のレベルの次なる段階に位置する調査項目として、四字熟語・慣用表現に関する「語葉力調

査」を行ってみた。

結果としては、今回の調査対象(本校 l学年 2クラス)については、正答率Aに区分される項目が、

2 -5、 2-7でそれぞれ 8問中 7問および 6問と、高い率を示した。また、問い方がやや高度な 2

-6、 2-8においても、 Aに区分される項目が、 2-6で 8問中 3問、 Bに区分されるもの 4問、

2 -8ではAに区分されるものが 6問中 3問、 Bに区分されるものが 2問であり、 C.Dに区分され

るものは、それぞれ l問ずつであった。こうした結果から考えて、今回の調査対象においては、四字

熟語・慣用表現についての知識および使用能力(すなわち、 「語葉力J)はほぼ良好であると判断で

きる。

このような結果となった背景には、調査対象となった生徒たちが、幼児期から小・中学校時代、さ

らに高校入学後にわたる十数年間に、 「読むこと・書くこと」の指導を受けて実践経験を積む機会が

多かったことと、家庭・学校において社会的な話題に興味・関心を持って「聞くこと・話すこと」、

ひいては「調べること」に馴染む機会に恵まれていたことなどがあるのではないかという仮説を立て

てみた。今後、継続される調査の結果の推移を検討し、協力校における調査結果との比較検討を考え

合わせて、この仮説の妥当性を検証し、さらに、 「語葉力」形成に関わる様々な要因とその相関関係

を明らかにする一助としてゆく予定である。
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。
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械

ア

プ
ラ
、
不
ツ
ト

イ

¥
ユ
!
ジ
ア
ム

ウ

プ
ラ
、
不
タ
リ
ウ
ム

エょ

ス
タ
ジ
ア
ム

① 
ア

サ
ー
ブ

サ
ー
カ
ス

サ
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サ
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が
お
と
っ
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
。

ア

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

イ

ウ

コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス

コニ

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

③ 

人
々
の
心
を
強
く
引
き
つ
け
る
力
の
持
ち
主

ア

カ
リ
パ

i

イ

キ
ン
グ

コニ

カ
ラ
フ
ル

カ
リ
ス
マ

ウ

9 

次
の
①
か
ら
⑤
に
つ
い
て
、
「

」
の
言
葉
を
使
っ
て
叩
字
以
上
で
、
文
の
続
き
を
作
り
な
さ
い
。

官j

ス
イ
ッ
チ

家
の
(
中
に
入
っ
て
、
電
気
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
た

) 。

①
 

「
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
」

今
日
は
天
気
も
い
い
の
で

② 

「
エ
チ
ケ
ッ
ト
」

家
に
た
く
さ
ん
の
人
が
来
る
の
で
、
(

① 

ー---，

レ
ポ

ト
」一

社
会
科
で
、
(

① 

「
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

発
表
会
の
(

① 

「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」

彼
女
は

① 

「
ス
ピ
ー
チ
」

ク
ラ
ス
の
み
ん
な
に

一
ブ
ツ

J

ピ
ン
ゲ
ノ

-7-
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国

語

語

葉

力

検

査

2 
(
小
学
校
)

-
合
図
が
あ
る
ま
で
開
い
て
は
い
け
ま
せ
ん

0

.
答
え
は
解
答
用
紙
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

次
の
①
か
ら
③
の
(

)
に
は
ど
の
語
を
使
っ
た
ら
よ
い
か
、
ア
ー
工
の
中
か
ら
一
つ
選
び
記
号

で
答
え
な
さ
い
。

① 

彼
は

)
の
う
ち
に
学
校
へ
と
歩
き
始
め
た
。

コニ

旺
…
主
故

j
'
t二
-zp

ア

旺
…
羽
十
{
印
件

4
f
y
T
'
h目

r

イ

② 

あ
の
工
場f

は

長
年

災三近
害く

σ〉
}II 

ウ

有
毒 )

を
流
し
続
け
た
。ん

五
口
申
寄

2 

一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

① 

ふ
と
J
ぶ

5
7

友
達
の
日
記
を
読
ん
で
、
で
き
ご
と
を
想
像
す
る
。

無
差
別

ウ

無
理

コ二コニ

説
明
文

ア

有
害

イ

④ 

も
複Tと
写の

文
章
は
そ
σ〉
ま
ま

し
て

ウ

批ひ)

半IJ~ し
た
も
の
ナピ

使
凶 i し、
Lル伝山む心円、ゴ? 主
… 
円 1'1 し

ょ

っ

コニ

アイ

昨
日
、
私
の
食
べ
た
も
の
を
制
倒
で
き
ま
し
た
。

あ
の
お
寺
に
は
、
り
っ
ぱ
な
割
削
闘
が
あ
る
。

杉
の
木
を
み
た
の
で
、
本
だ
な
を
想
像
す
る
。

① 

旅
論土行
説2の
文記

主主
を
も
と

楽
し
し、

)
を
書
く
。

コ:ー

往
復

ア

紀
行
文

@ 

私
宮、;，と

接2あ
の
人
と
は

長
しミ

問

ウ

ぞ肯で‘ な
E4つ関
4えと係

を
保
っ
て
し、

る
接

着

ウコニ

⑦ 

山
の
中
は
、
と
て
も
制
制
だ
っ
た
。

冬
の
あ
る
朝
、
制
制
な
空
気
に
身
ぶ
る
い
す
る
。

今
日
も
、
一
日
中
、
制
制
な
前
が
ゆ
り
続
く
。

た
L

と

彼
は
、
ど
ん
な
時
で
も
削
制
な
態
度
、
だ
。

ウ

物
詩
文

コニし
ま

遠士す
慮t:

コ二

③ 

当
確T日
定ごが

雨
だ
と

イ

ウ

仮
説

)
す
る
と
、
ど
ん
な
準
備
を
し
て
お
い
た
ら
よ
い
か
。

か

て

い

て

い

5

仮

定

定

義

コニ

アイウコニ
次
の
①
か
ら
⑥
に
つ
い
て
、

i
i
l線
部
の
語
が
正
し
く
使
わ
れ
て
い
る
も
の
を
ア
j

工
の
中
か
ら

イ

ア

参
考

イ

① 

外
国
へ
の
(

は
船
ナピ

イ吏
し、

り
往fは
路飛

rf 
t震
を
使
つ

ア

首
一
路

イ

帰
路

ウ

ア

面
接

イ

⑦ 

せ
っ
か
く
の
お
申
し
出
な
の
で
す
が
、
今
回
は
(

否

認

断

絶

ア

近
所

ウ

イ

ア

-49-



① 

さ
い
こ
ろ
は
、
六
つ
の
凡
帳
面
か
ら
で
き
て
い
る
。

ま

じ

め

4

先
生
は
真
面
目
で
、
川
閥
副
な
性
格
だ
。

次
の
①
か
ら
③
の
意
昧
を
表
す
言
葉
を
ア

1
工
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

アイウ

彼
女
の
顔
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
川
岡
両
だ
。

話
を
聞
い
て
、
気
つ
い
た
こ
と
を
川
閥
副
の
中
に
書
く
。

お
ば
あ
さ
ん
は
、
白
い
子
犬
を
劉
刑
し
て
い
る
。

彼
の
愛
用
し
て
い
る
こ
と
は
、
読
書
と
旅
行
だ
。

コニ

@ 

アイウ

家
族
で
一
番
大
切
な
こ
と
は
、
た
が
い
に
劉
刑
す
る
こ
と
だ
。

こ
の
万
年
筆
は
、
私
の
愛
用
し
て
い
る
も
の
だ
。

桜
の
花
び
ら
が
、
す
っ
か
り
と
散
策
し
て
し
ま
っ
た
。

二L

① 

ア

① 

旅
行
の
計
画
を
あ
れ
こ
れ
と
散
策
す
る
。

も
し
雨
だ
っ
た
場
合
の
散
策
を
考
え
て
お
く
。

知
ら
な
い
街
を
散
策
す
る
の
は
楽
し
い
。

モ・
2
じ

A
W

〈

ア
早
熟
の
老
人
に
話
し
か
け
ら
れ
た
。

彼
は
走
る
練
習
を
し
て
、
明
則
に
な
っ
た
。

明
到
の
人
が
、
人
生
で
成
功
す
る
と
は
限
ら
な
い
。

早
熟
の
卵
を
父
は
大
好
き
だ
っ
た
。

庭
の
松
の
木
に
、
自
分
の
名
前
を
深
刻
す
る
。

イウコニイウコニ

⑦ 

アイ

深
刻
な
問
題
に
頭
を
な
や
ま
す
。

ウ

時
間
を
か
け
て
、
考
え
を
深
刻
す
る
。

そ
の
老
人
の
顔
仁
は
樹
刻
な
し
わ
が
よ
く
目
立
つ
。

L
吟

み

ベ

人

的

い

彼
は
自
分
の
担
味
を
楽
し
く
弁
明
し
た
。

コニ

③ 

アイ

あ
の
先
生
の
算
数
の
弁
明
は
、
と
て
も
わ
か
り
や
す
い
。

彼
は
明
る
く
弁
明
な
性
格
だ
。

弁
明
を
く
り
返
す
姿
は
見
苦
し
い
。

ウ，.. 
{ 

3 
①
 

し

い

く

人
間
の
生
活
に
役
立
た
せ
る
目
的
で
飼
育
さ
れ
る
動
物

ら
く

b
う
じ
・
7
1

家

畜

ウ

括

獣

ア

、L
H
d
n
J

，パ
d

世
出
{
刷
M
H

イ

二L

畜
産

一2-

⑦ 

周
り
を
取
り
ま
く
状
態
や
世
界

ア

世
間

集
団

① 

ウ

環2
境;

コ二

周
囲

ア

イ

長
い
間
く
り
返
し
て
い
る
う
ち
に
、
そ
う
す
る
こ
と
が
き
ま
り
の
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

さ

そ

く

は

う

り

ツ

け

ん

ば

っ

L
O
-
-
か
ん

規

則

法

律

憲

法

習

慣

コL

④ 

ウ

ア

ヨ1

iEκ 

ロ首

あ
る
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
二
人
で
話
し
合
う
こ
と

説

明

討

論

ウ

イ

① 

一
定
の
内
容
を
表
す
た
め
に
用
い
ら
れ
る
し
る
し

ア

日己
乞コ
可

印
章

① 

動
物
の
体
内
で
JÍll:~ 
i夜7イ
が

れ
る
鼓
動

ア

A-ん・

月力

イ

A'.!-
同

① 

情
け
を
か
け
、
力
に
な
っ
て
く
れ
た
人

ウ

表
札

ウ

皮

① 

他

人

イ

思

人

一
つ
の
血
統
を
受
け
継
い
で
生
ま
れ
て
き
た
人
た
ち

ぞ

先
祖

→ 
/ ア

f云
統

イ

4 

次
の
①
か
ら
⑤
に
つ
い
て
、
「

」
の
一
一
一
一
回
葉
を
使
っ
て
叩
字
以
上
で
、
文
の
続
き
を
作
り
な
さ
い
。

官リ

「
学
校
」

今
日
は

か
ぜ
を
ひ
い
て
学
校
を
休
ん
だ

①
 

「
正
面
」

友
達
と

① 
国
壬王L
IJ口一---，

の説
授t明
業」

で

① 

「
不
満
」

家
族
で
食
事
に
出
か
け

④ 

「
最
年
少
」

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
(

① 

「
特
産
」

h
】
付
日
」
ム
欣
一
丁
二
一
了
、
主
-

P

ノ'汁
J
-
V
J
tん
A
パ
1
4
3
L
曹司ペ
X
1一
一
【

ウ

客
人

ウ

子
孫

) 。

コニ

対
談

コニ

規
則

二L

4

胤

コ二

知
人

コニ

ー
し
臼
し

年
寸

l
ノ

-3-
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⑥ 

「
持
参
」

明
日
の
遠
足
に
は
、
(

5 

次
の
①
か
ら
③
の
(

)
に
は
ど
の
語
を
使
っ
た
ら
よ
い
か
、
ア
ー
工
の
中
か
ら
一
つ
選
び
記

号
で
答
え
な
さ
い
。

① 
ア

石
の
上
に
も
三
年

長
い
こ
と
が
ま
ん
し
て
や
り
と
げ
た
ね
。
ほ
ん
と
う
に

イ

た
た
み
の
上
に
も
三
年

ウ

岩
の
上
に
も
三
年

② 
アウ

③ 
ア

帯5終
にわ
短り
しょ
たけ
すれ
きば
にす
長べ
して

よ
し

ウ
④ 

ア

ぜ
ん蓄

は
急
げ

ウ

石
橋
を
た
た
い
て
わ
た
る

① 

一
口
つ
て
は
い
け
な
い
こ
と
な
の
に
思
わ
ず
(

ア

口
が
重
い

① 
ウ

真~'l:
し"口
しミ が
算 か
数た
のい
問
題

ア

頭
を
や
く

ウ

足
を
や
く

⑦ 

相
手
が
強
す
ぎ
て

ア

歯
が
立
た
な
い

ウ

足
が
立
た
な
い

③ 

勉
強
も
運
動
も
で
き
る
こ
と
を
(

ア

鼻
に
つ
く

ウ

鼻
を
明
か
す

)
だ
。

エ

砂
の
上
に
も
三
年

だ
イ

う
そ
も
方
便

)
と
い
う
感
じ
だ
。

イ

あ
と
は
野
と
な
れ
山
と
な
れ

コニ

た
で
食
う
虫
も
好
き
好
き

と
い
う
よ
う
に
、
結
果
を
あ
せ
ら
ず
こ
つ
こ
つ
努
力
を
し
よ
う
。

イ

焼ゃ急
けが
石ば
に 回
水れ

コニ

)
と
い
う
こ
と
あ
る
。

イ

口
を
そ
ろ
え
る

コニ

口
が
す
べ
る

) 。
イ

RlL~? 手
をを
やや
くく

コニ

) 。
イ

う
で
が
立
た
な
い

コニ

口
が
立
た
な
い

) 。

イ

鼻
で
あ
し
ら
う

二L

鼻
に
か
け
る

) 。

-4-

6 

一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

次
の
①
か
ら
③
に
つ
い
て
、

1

1

1
線
部
の
語
が
正
し
く
使
わ
れ
て
い
る
も
の
を
ア

j
工
の
中
か
ら

① ⑦ ③ ④ ① ① ⑦ 

ア

ぼ
く
も
悲
し
い
し
、
君
も
悲
し
い
な
ら
一
石
二
鳥
だ
。

伺
を
一
一
出
回
っ
て
も
ム
ダ
な
の
だ
か
ら
、
(

二
兎
を
追
う
も
の
は
一
兎
を
も
得
ず

ね
ん
ぷ
つ

馬

の

耳

に

念

仏

エ

お

ぼ

れ

る

者

は

わ

ら

を

も

つ

か

む

ら
。
う
と
は
ん
ぱ

こ
れ
で
は
中
途
半
端
で
役
に
立
た
な
い
な
あ
。
(

イ

ぼ
く
も
う
れ
し
い
し
、
君
も
う
れ
し
い
な
ら
一
石
二
鳥
だ
。

ウ

ぼ
く
が
悲
し
く
て
、
み
ん
な
が
う
れ
し
い
な
ら
一
石
二
鳥
だ
。

コニ

ぼ
く
が
悲
し
く
て
、
君
が
う
れ
し
い
な
ら
一
石
二
鳥
だ
。

ア

水
た
ま
り
で
転
ん
で
友
達
の
顔
に
と
ろ
を
ぬ
る
。

イ

あ
ま
り
の
う
れ
し
さ
に
友
達
の
顔
に
ど
ろ
を
ぬ
る
。

ウコニア

重
そ
う
な
荷
物
な
の
で
友
達
の
肩
を
も
っ
。

イ

仲
の
悪
い
友
達
の
肩
を
も
っ
。

ウ

仲
の
い
い
友
達
の
肩
を
も
っ
。

二
人
三
脚
で
友
達
の
肩
を
も
っ
。

コ二ア

水ま
とじ
ーめ
緒~ Iこ
に働
油!か
をiず
売|油
る|を

7C 
る

イウ

人
を
じ
ゃ
ま
し
て
油
を
売
る
。

コ二

ま
じ
め
に
働
い
て
油
を
売
る
。

ア

相
手
に
は
か
な
わ
な
い
の
で
鼻
を
折
っ
て
や
る
。

イ

ひ
ご
ろ
は
い
ば
っ
て
い
る
相
手
の
鼻
を
折
っ
て
や
る
。

ウ

相
手
は
た
い
し
た
こ
と
無
い
の
で
鼻
を
折
っ
て
や
る
。

コ二

自
分
の
す
ご
さ
に
感
心
し
、
鼻
を
折
っ
て
や
る
。

自
分
の
す
ば
ら
し
さ
に
胴
別
封
吋
。

アイ

相
手
の
す
ば
ら
し
さ
に
腹
が
立
つ
。

ウ

う晩T相
れご手
し 飯の
いをひ
こ食き
とべょ
を過う
言ぎな
わてや
れ月割り
眉』州方
を|到に
ひ l寸 劇
そ I0 が!
め i 立i
た i つi

コ二アイ

は
ず
か
し
い
思
い
を
し
て
眉
を
ひ
そ
め
た
。

ウ

楽
し
い
思
い
を
し
て
眉
を
ひ
そ
め
た
。

コニ

い
や
な
こ
と
を
言
わ
れ
て
眉
を
ひ
そ
め
た
。

F 
-;)-

1
i
 

F
h
u
 



φ 

ア

自
分
の
よ
い
と
こ
ろ
を
ほ
め
ら
れ
、

ウ

友
達
の
よ
く
な
い
と
こ
ろ
を
替
わ
れ
、
時
折
観
ベ
パ
。

友
球
の
よ
い
と
こ
ろ
を
は
め
ら
れ
、
明
糾
揺
ベ
バ
。

自
分
の
よ
く
な
い
と
こ
ろ
を
話
わ
れ
、
司
れ
嬬
パ
円
。

イょに

7 

次
の
①
か
ら

emw童
疎
を
表
す
言
葉
を
ア
ー

① 

上
議Z手
もな
木 人
かで
らも
落失
ち散
るす

る

と
治す

あ
る

アウ

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
ゆ
会
え
な
さ
い
。

イ

く
さ
つ

エ

ア
ど
れ
も
担
た
り
よ
っ
た
り
で
、
か
わ
号
ば
え
し
な
い
こ
と

か

め

ぜ

い

く

ら

亀

の

ど

ん

寸

号

の

背

比

べ

ふ
ょ
う
じ
よ
う

医
者
の
不
養
生

イ

ウ
G) 

よ
く
な
い
こ
と
が
重
な
る
こ
と
。

アウ

月
と
す
っ
ぽ
ん

イ

ぬ

二乙

8 

っ
し
ま
V

立
ち
去
る
も
の
は
後
が
克
苦
し
く
な
い
よ
う
に
よ
く
絵
来
を
す
る
べ
き
だ
。

旅
の
恥
は
か
き
す
て

アウ
⑤ 

アウア
ひ

苦たど
をく
巻感
く心

す
る

と

ウ

手
を
巻
く

取
り
引
き
で
合
意
す
る
。

イ

手
を
う
つ

⑦ 
アず7

イコ二

ち
り
も
権
も
れ
ば
出
と
な
る

い
こ
と
。

イZ二イ

頭口
をを
巻ま巻
く く

コL.:r:. 

手
に
乗
る

φ 

行
数
な
ど

ア

手
を
毘
す

ウ

8 

次
の
舎
か
ら
昏
に
つ
い
て

例
)
「
自
か
ら
う
ろ
こ
が
お
ち
る
」

先
生
の
話
を
開
い
て

CD 
わ
た
し
は

① 

「
味
を
し
め
る
」

ス
ト
で

「
板
に
付
く
」

か

れ

の

(

-6-

@ 

「
の
ど
か
ら
手
が
出
る
江
ど
」

践
で
克
つ
け
た

い
ほ
ど
」

社
事
が

遠
足
で

だ
ま
っ
て
み
て
い
ら
れ
な
い
。

イ

自
を
つ
ぶ
る

g
に
余
る

」
の
言
葉
を
穫
っ
て
叩
字
以
上
で
、
文
の
続
ぎ
を
作
り
な
さ
い
。

聞
か
ら
う
ろ
こ
が
お
ち
た
思
い
だ
っ
た

) 。
) 。

一守一

ら2

) 。) 。



国
三五
日日

三五
日日

力
検
査

(
中
学
校
)

-
合
図
が
あ
る
ま
で
開
い
て
は
い
け
ま
せ
ん

0

.
答
え
註
解
答
用
紙
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

次
の

φ
か
ら
ゆ
の
漢
字
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。

G 

威
厳

⑦ 

ゴ士

存

⑬ 

欠
主立

。
執
選

③ 

超
脇

2 

次
の
①
宇
り
ゅ
の

で
答
え
な
さ
い
。

さ〉

古
都
の
〈

ア

た
し
な
み

① 

風
ア

く
ゆ
る)

に
患
い
続
け
る
。

イ

ま
め

φ 
ア

と
ほ
う

CD 

② @ ⑪ 雪量命
)
五
月
。

恩
恵

φ 

過
失

賢
明

柁
撮

6 

寛
容

① 

治
式
文
出
円

斗
吟
ヲ
巴
叫
4
も

規
{幸

@ 

議
農

⑬ 

⑬ 

軽
率

。
敬
11長

承
諾

の

体
裁

舎

ゆ

吊
ア
」

h』

行
持
「
ゎ
μ

⑪ 争

静
寂

)
あ
る
風
景
に
出
会
う
。

イ

お
も
む
き

{窃

j茎
千f

議

明
朗

イ

'
も
〉
」
ヴ
ム
叫

議

変
遷

)
内
在
構
う
の
に
最
も
通
切
な
語
を
ア
ー
ェ
の
中
か
ら

ウ

も
く
ろ
み

rフ

な
び
く

ウ

い
ち
ず

ア

の
び
や
か

一
日
た
り
と
も
、
練
習
を
(

イ

ま
や
か

〉
に
し
て
は
な
ら
な
い
。

ウ

は
れ
や
か

① 

投
げ
た
ボ

i
ル
は
全
く

ア

あ
べ
こ
べ

の
方
向
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
。

イ

ど
っ
ち
み
ち

ア

も
の
ぐ
さ

は
っ
き
り
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で

イ

も
の
お
じ

⑦ 

幼
い
頃
の
こ
と
で

"ペア
/ 

は
る
か
な

@ 

，し、

が

)
記
罷
し
か
な
い
。

イ

お
ぼ
ろ
な

ア

お
り
な
す

)
よ
う
な
思
い
だ

イ

あ
り
つ
く

た。

ウ

み
の
十
っ
こ
や
り

ニに

き
ら
め
き

か
お
る

エ

ず
ほ
ら

コニ

お
ろ
そ
か

そ
っ
ち
の
け

ウ

ひ
や
か
し

い
方
で
す
ま
せ
て
し
ま

、
つ
や
む
や

ウ

ウ

と
り
な
す

そ
ぞ
ろ
な

コ二

い
て
つ
く

{。
安
泰

⑫ 

数
援j

江台

支
I~章

huzhv九
叩
吋
砲
、

行
ト
い
坊
対

ミミ

八
九
天
間
以

f
H
 

つ
選
び
、
符
号

た。た
わ
わ
な

q
J
 

戸

h
，

U



3 

次
の

eか
ら
小
宮
の
鋳
線
部
の
舘
が
正
し
く
捜
わ
れ
て
い
る
も
の
を
ア
ー
ェ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
持

号
で
答
え
な
さ
い
。

e e ① @ 

ア

被
の
心
中
は
察
す
る
じ
あ
ま
り
あ
る
。

ウ

あ
ま
り
あ
る
寒
さ
に
耕
え
き
れ
な
か
っ
た
。

こ
れ
培
技

υ割
削
川
覚
え
ち
あ
る
味
だ
。

アrフ

少
し
は
仔
動
を
た
し
な
ん
だ
ほ
う
が
よ
い
。

ア

れ
は
か
た
く
な
な
物
質
だ
。

ウ

と

ア

徒
に
ふ
一
品
、
つ
こ
と
は
か
ろ
う
じ
て
で
き
な
か
っ
た
。

制

M
4制
作
品
の
出
来
は
悪
か
っ
た

イウエ;

や
っ
て
し
ま
っ

ア

つれ~。

イ

彼
は
ひ
た
す
ら
な
或
呆
を
あ
げ
た
。

ウ

ノ1

っ
た
。

コ:‘

111 そ ぼ
の !のく
めi決 の
かi定 心
しiはは
たiは!も
築制う
錨かiひ
がだた
きつむ
れたい
て。て
し、し、

たる

アイウコニアイウ

そ
の
場
所

二乙

優
勝
で
き

ア

っ
て
い
る
。

イ

も
く
ろ
ん
だ
よ
う
に
い
い
天
気
に
な

た。

ウ

こ
と
だ
。

い
ヲ
心
。

イ

百
人
あ
ま
り
な
出
席
者
が
い
た
。

あ
ん
ま
り
寺
高
い
評
価
を
も
ら
っ
た
。

イ

彼
女
は
一
一
言
動
に
た
し
な
め
が
な
い
。

コニ

先
輩
か
ら
…
一
一
自
動
を
た
し
な
め
ら
れ
た
。

イ

ぼ
く
は
か
た
く
な
に
沈
察
を
守

二こ

そ
こ
に
か
た
く
な
の
も
の
が
あ
る
。

っ
た
。

次
の
告
か
ら
③
の
内
容
を
表
す
の
に
最
も
遼
切
な
翻
を
ア

i
工
合
中
か
ら

?こ。

つJ
U

4 
な
さ
い
。

G 

事
の
成
り
行
き
。

ア

日

が

な

告

の

ベ

悲
し
み
会
ど
を
紛
ら
わ
す
す
べ
が
な
く
て
、
せ
つ
な
い
。 ウ

ア

や
る
せ
な
い

① 

す
べ
て
残
ら
ず
。

か
え
す
が
え
す

ア
@ 

人
柄
。

ア

人
と
な
り

@ 

い
争
い
。
け
ん
か
。

ア

さ
か
し
ら

@ 

イ

岳
、
だ
ち

イ

よ
ん
ど
こ
ろ
会
い

勺

せ
ん
な
い

イ

洗
い
ぜ
ら
い

ウ

か
け
ね
な
く

イ

人
い
き
れ

ウ

人
で
な
し

イ

取
り
ざ
た

ウ

さ
か
な
で

ア

ほ
か
に
代
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
様
。

い
た
し
か
た
な
い

イ

か
け
が
え
の
な
い

ウ

そ

「
:
ミ

ト
h
J
匂
し

① 
ア

日
告
お
し

短
い
間
関
で
次
々
と
す
ば
や
く
続
け
る
積
子
。

ウ

φ 

イ

矢
つ
ぎ
ば
や

ゃ

い

・

ゆ

・

h
p
、
も
す
ノ

f
f
マ
的
・
カ
;

さ
っ
ぱ
り
と
あ
か
抜
け
し
て
い
る
様
子
。

ア

あ
っ
ば
れ

5 

次
の
お
か
ら
舎
に
つ
い
て
、
「

①
 

「
お
も
む
く
」

お
C
キ
4
F

・4
ま
ド
い

e 
「
か
ん
ば
し
い

今
呂
の
説
績
は

(① 

干
ば
つ
も
心
配
さ
れ
た
が

つ
つ
れ
い
」

彼
女
は
(

イ

い
き

わ
び

た
お
や
め
ぶ
り

二L

ウ

つ
選
び
、
待
ロ
ち
で
答
え

エ

門
口
ト
ム
俳
れ
ソ

寄
る
辺
な
い

コニ

と
り
も
な
お
さ
ず

コ二

A
ハV
〕

》

〕

L

ずつ

い
さ
か
い

コニ

ゃ
る
か
た
な
い

コニ

家
り
い
そ
京

mw
一
誌
を
穫
っ
て
河
川
字
か
ら
初
字
で
文
の
続
き
を
作
り
な
さ
い
。

-3-
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① ① 

「
こ
と
ご
と
く
」

」
の
試
合
で
は

「
ま
ご
つ
く
」

急
な

次
の
①
か
ら
③
の
(

6 
で
答
え
よ
。

①
 

① ① ① ① ① ① ③ 

彼
は
ア
イ
デ
ア
豊
か
で

ア

ブ
ラ
ッ
ク

情
景
を
で
き
る
だ
け

ア

リ
ア
ル

)
内
を
補
う
の
に
最
も
適
切
な
語
を
ア

1
工
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
符
号

イ

ユ
ニ
!
ク

)
な
発
想
を
持
っ
て
い
る
。

ウ

牛
小
門
ノ
イ

a
L
l

)
に
表
現
す
る
。

イ

タ
フ

i

ウ

ウ
エ
ッ
ト

ア

エ
コ

)
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

ウ

ノ1

、ノ

ナ
lレ

自
分
の

大
統
領
は
放
送
(

ア

キ
ャ
ス
ト

イ

ユ
ー
モ
ア

)
を
操
っ
て
い
る
。

イ

メ
デ
ィ
ア

ア

リ
ア
ル )

な
提
案
し
か
し
な
い
。

イ

タ
フ

彼
は

ウ

オ
ー
バ
ー

コ二

ユ
ー
モ
ア

ウ

エ
ゴ

エ

ラ
デ
ィ
カ
ル

エ

ス
タ
ン
ス

エ

メ
カ
ニ
ズ
ム

エ

オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス

)
は
い
つ
も
身
近
な
出
来
事
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
面
白
い
OF

彼
女
の

ア

ジ
レ
ン
マ

新
幹
線
の
動
力
装
置
の
(

ア

マ
、
ン
、
/

彼
の
発
想
は
い
つ
も

ア

メ
カ
ニ
ズ
ム

イ

ワ
ー
プ
ロ

)
を
研
究
す
る
。

イ

ポ
イ
ン
ト

ウ

エ
ッ
セ
イ

ウ

ア
ク
セ
ス

イ

ブ
ラ
ッ
ク

)
な
の
で
危
険
な
場
合
も
あ
る
。

ウ

ラ
デ
ィ
カ
ル

エ

エ
ッ
セ
ン
ス

エ

メ
カ
ニ
ズ
ム

コ二

サ
ー
ク
ル

) 。

-4ー

7 
び
、
待
号
で
答
え
な
さ
い
。

次
の
①
か
ら
③
の
傍
線
部
の
外
来
語
が
正
し
く
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
を
ア
j
工
の
中
か
ら
一
つ
選

① ① ① ④ ① ① ⑦ 

ア

微彼
妙に
なは
スiイ
トiデ
レ|オ
スl ロ
のギ
違 i
い が
が備
あわ
るつ
。 て

し、

る

イウ

彼
は
強
烈
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
持
っ
て
い
る
。

エ

0
0ホ
テ
ル
は
空
港
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
が
便
利
だ
。

ア

新
幹
棋
は
ビ
ジ
ョ
ン
の
上
を
走
っ
て
い
る
。

イ

ノ
i
ト
型
パ
ソ
コ
ン
の
斗
斗
対
は
わ
が
社
が
一
番
だ
。

ウ

車
に
乗
る
時
は
適
切
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
必
要
で
あ
る
。

T 

買
い
物
を
す
る
と
多
く
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

ア

消
費
者
の
ニ
!
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
大
切
だ
。

イ

君
と
僕
と
は
レ
ト
リ
ッ
ク
だ
ね
。

ウ

目
を
つ
む
っ
て
い
る
と
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
が
ひ
ら
め
い
た
。

コ二

商
品
は
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
が
豊
富
な
の
が
よ
い
。

F
h
d
 

F
h
d
 

ア

ぼ
く
は
レ
ン
タ
ル
食
品
し
か
食
べ
な
い
。

-5-

イ

彼
は
自
分
の
こ
と
し
か
考
え
な
い
エ
コ
イ
ス
ト
だ
。

ウ

情
報
化
社
会
を
生
き
抜
く
た
め
に
は
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要
だ
。

エ

こ
の
間
題
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

ア

彼
に
は
人
間
的
な
デ
リ
パ
リ
ー
が
あ
る
。

イ

彼
は
実
に
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
人
物
だ
。

ウ

彼
女
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
は
実
に
魅
力
的
だ
。

彼
女
の
什
升
刻
同
引
け
は
今
紛
失
中
で
あ
る
。

エア

紙
面
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
早
く
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

イ

本
の
レ
ス
ポ
ン
ス
を
早
く
見
た
い
も
の
だ
。

ウ

ノ
ー
ト
が
な
く
な
っ
た
の
で
リ
タ
ー
ン
し
て
書
き
直
し
た
。

エ

メ
モ
帳
の
レ
ク
サ
ス
を
早
く
探
し
な
さ
い
。

ア

」
の
ビ
デ
オ
は
ケ

i
ス
ス
タ
デ
ィ
が
大
切
だ
ね
。

イ

テ
レ
ビ
の
良
さ
は
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
次
第
だ
ね
。

ラ
ジ
オ
の
斗
汁
剖
オ
刊
は
押
さ
な
い
方
が
い
い
よ
。

ウコ二

長
持
ち
の
秘
訣
は
毎
年
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
だ
よ
。



③ 

ア

イ
ベ
ン
ト
会
場
に
は
人
が
い
っ
ぱ
い
だ
。

ウ

映
画
館
に
ユ
ー
ト
ピ
ア
は
禁
物
だ
。

ホ
テ
ル
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
で
待
ち
合
わ
せ
を
し
た
。

次
の
内
容
を
表
す
の
に
適
切
な
も
の
を
ア
j
エ
の
中
か
ら
運
び
、
待
号
で
答
え
な
さ
い
。

イ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
核
心
は
中
央
会
場
だ
。

ニL

8 
① 

ア

エ
ゴ

イ

タ
フ

i

触
れ
た
り
口
に
出
し
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
も
の
。

ウ

ナ
i
パ
ス

② 

自
由
主
義
的
。
自
由
主
義
者
。

ア

エ
コ
ロ
ジ
ー

イ

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

結
果
に
含
ま
れ
る
情
報
を
原
因
に
反
映
さ
せ
、
調
節
を
図
る
こ
と
。

ウ

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

③ 
ア

レ
コ

ド

イ

ロ
ジ
ッ
ク

④ 

物
事
の
過
程
。
経
過
。

ア

プ
ロ
セ
ス

イ

ロ
ト
ド

⑤ 

利
己
主
義
者
。

ア

フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト

イ

⑥ 

率
先
し
て
行
動
し
、
物
事
を
あ
る
方
向
へ
導
く
力

ア

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

イ

オ
ン
プ
ズ
マ
ン

⑦ 

ね
う
ち
。
価
値
。

ア

マ
、
不
!

バ
リ
ュ
ー

イ

③ 

新
入
生
や
新
入
社
員
に
対
す
る
説
明
・
教
育
。

ア

オ
リ
エ
ン
タ
ル

イ

ウ

オ
り
エ
ン
テ
!
リ
ン
グ

コ二

9 

次
の
①
か
ら
⑥
に
つ
い
て
「

」
の
話
一
一
聞
を
使
っ
て
市
字
か
ら
羽
字
で
文
の
続
き
を
作
り
な
さ
い
。

① 

「
ジ
レ
ン
マ
」

双
方
の
意
見
を
聞
く
と
、

ウ

リ
ベ
ラ
ル

ウ

ア
ク
セ
ス

ウ

エ
ゴ
イ
ス
ト

ウ

ユ
ニ
バ
ー
ス

ウ

ピ
ィ
ジ
i

コ二

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

エ
デ
ユ
ケ
!
シ
ヨ
ン

コ二

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム

コ二

グ
ロ
ー
バ
ル

ニL

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

コ二

イ
ン
タ

i
ネ
ッ
ト

コL

エ
コ
ロ
ジ
ス
ト

コ二

パ
ワ
!
ア
ク
シ
ョ
ン

シ
リ
ア
ス

-6-

) 。

② 

「
ジ
ャ
ン
ル
」

夏
目
減
石
の
「
こ
こ
ろ
』
は

① 

「
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
」

新
築
し
た
家
も

④ 

吋
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
」

友
人
の

S
君
は

⑤ 

「
リ
ス
ク
」

商
品
の
開
発
に
お
い
て
は

⑤ 

「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」

選
挙
に
お
い
て
は

) 。) 。) 。) 。) 。
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国
三五
日日

語

葉

力

検

査

2 
(
中
学
校
)

-
合
図
が
あ
る
ま
で
聞
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
0

.
答
え
は
解
答
用
紙
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

次
の
①
か
ら
③
の
内
に
補
う
の
に
最
も
適
切
な
語
を
ア

1
工
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
符
号
で
答
え
な

E
E

、o
pr

、・
iv

① 

集
団
生
活
に
お
い
て
は

規
律

ウ

規
範

)
あ
る
行
動
を
と
る
べ
き
だ
。

寸-
~-

秩
序

2 
び
、
符
号
で
答
え
な
さ
い
。

① 

教
室
に
は
閑
制
な
沈
黙
が
広
が
っ
て
い
た
。

制
矧
を
破
っ
て
赤
ち
ゃ
ん
の
泣
き
声
が
聞
こ
え
た
。

夜
の
制
制
を
破
っ
て
汽
笛
が
鳴
っ
た
。

都
会
の
騒
然
を
避
け
て
田
舎
に
移
り
住
む
。

権
力
の
あ
る
学
説
を
く
つ
が
え
す
。

ア

規
則

イ

二L

R
t
-
去

4

仏
U
/
中
期
中
十

② 

食
べ
物
は
時
代
と
共
に
(

)
す
る
。

コ二

成
就

ア

変
動

イ

コ二

欠
如

変
異

ウ

変
遷

J二

育
緒

① 

与
え
ら
れ
た
任
務
を
(

)
す
る
。

二L

ム
ロ
占
…

ア

強
行

つ

成
功

コニ

所
望

遂
行

イ

④ 

責
任
感
が

)
し
て
い
る
。

二L

司
百
問

:

t

F

J

 

ア

リ
門
凡
山
々
合

"口
υ
で
Y
E

イ

次
の
①
か
ら
⑥
の
傍
線
部
の
漢
字
が
正
し
く
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
を
ア

i
工
の
中
か
ら
一
つ
選

忘
却

1フ

失
念

⑤ 

)
が
不
安
定
で
あ
る
。

ア

威
主
見

、
レ
事
円

感
情

ウ

イ

⑤ 

先
生
の

)
を
得
て
校
外
に
出
る
。

ア

承
=-+十

日石

イ

承
知

ウ

承
圭刃

⑦ 

金
も
う
け
に

)
す
る
。

ア

願
望

イ

執
今

ウ

執
着

③ 

仕
事
の

)
を
生
か
す
。

ア

イ木
舌自

イ

す
暇

ウ

余
暇

アイウコニ

② 

アイ

社
長
と
し
て
の
威
力
を
傷
つ
け
ら
れ
る
。

コニ

あ
の
人
の
態
度
に
は
ど
こ
と
な
く
劇
鮒
が
備
わ
っ
て
い
る
。

国
の
間
樹
に
か
か
わ
る
事
件
だ
。

ウ
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{⑤ ① ③ 

3 

ア

歌
っ
て
笑
っ
て
、
み

さ
い
。

イウ

生
ま
れ
つ
き
の
性
経
や
才
能
。

ま
わ
り
の
友
人
も
多
い
。

① 

コニ

回
川
被
摂

A
F
る

ゃ
い
。

資
案

ウ

ア

イ

う
や
ま
い
従
う
。
感
心
し
て
う
や
ま
う
。

イ

去
揺
す
る

ア

イ

ウ

人

他
人
の
意
陪
に
合
う
よ
う
に
す
る
。

て
い
る
。

① 

コニ

@ 

世
辞
を
雷
、
つ

ア
ー
工
の
中
か
ら

本
性

エ

ウ

崇
拝
す
る

パ'

選
合
す
る

自
分
の
状
態
に
ワ
い
て
、
偉
人
が
見
た
と
き
の
感
じ
。

ウ

楼
議
を
と
る

ア

アイ

ア

イ

肩
身

ウ

ウ

ひ
か
え
め
で
素
車
な
こ
と
。

スV
G

ニに

制
調
車
で
講
説
へ
選
ぶ
。

ウ

丁
重

ア

イ

ア

人
を
許
し
受
け
入
れ
る
一
こ
と
。

@ 

イ

ア

る。

柔
軟

寛
容

ウ

イ

ウ

不
パ
注
意
の
結
来
犯
し
た
失
敗

-2-

① 

T 

失
態

ウ

過
失

ア

イ

7 

い
に
意
志
を
通
じ
合
う
。

イ

読
み
た
い
本
を
カ

i
ド
で
綴
索
す
る
。

協
力
す
る

臼
疋
籍
、
ヂ
ヲ
h
U

4
d
J
+
J
J
-

巴
〆

イ

rj コ二

る。

ア

つ
い
て
、
一

の
諾
を
建
っ
て
ほ
U

{

子
か
ら

ス
だ
と
批
判
さ
れ
る
。

4 

イ

矧
制
へ
の
道
の

hv
は
献
し
い
。

ウ

。

っ。

エ

台
風
が
来
た
た
め

φ 

知
ち
な
い
人
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
で
も

③
「
共
存
」

人
が
野
生
動
物
に
襲
わ
れ
る
被
害
が
続
き

事
訟
現
場
の
、
(

f本
裁

札
様

不
ょとん

九

コニ

見
栄

謙
虚

コ二

勘
弁

コニ

悪
事

つ

呼
必
ず
る '投

手芸

つ
選
び
、
待
号
で
答
え
な

コニ

数
殺
ー
す
る

歓
心
を
国
民
、
つ

コ二

精
通
す
る

の
続
き
を
怜
り
な
さ
い
。

-3-
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⑤
「
賢
明
」

そ
ん
な
蕪
聴
な
登
山
出
計
菌
は
、
(

「
激
動
」

オ
ワ
ン
ピ
ッ
ク
を
来
月
に
控
え
、

同

hiv

次
の
@
か
ら
⑥
の
(

で
選
び
な
さ
い
。

)
内
に
補
う
の
に
最
も
遇
拐
な
諦
を
ア
;
工
の
中
か
ら
一
つ
潜
び
、
符
号

G
 

ア

一
鰐
打
尽

イ

一
石
二
鳥

っ
て
い
て
、
ま
さ
に

ウ

四
角
八
方

コニ

凶
器
楚
歌

チ
ー

J
η
乙
十
人
お
じ
μ

、f即日
》

J
Z

」

月

V
1
4
4
謁
字
J

/
戸

あ
る
一
つ
の
王
朝
が
総
萌
を
維
持
す
る
こ
と
は
令
い
。
こ
の
世
詰
(

ア

念
発
組

栄
枯
盛
衰

)
だ
け
ど
、
僕
の
つ
く
っ
た
料
理
は
繋
味
し
い
よ
。

ウ

米
百
俵

エ

腐
っ

イ

① 
ア

手
読
み
そ

イ

合

に
っ
ち
も
さ
っ
ち
も
い
か
ず
、

ア

の
れ
ん
に
腕
押
し

イ

ロ
ー
マ
は
一
日
に
し
て
な
ら
ず

① 

…
人
丹
泥
棒
を
一

ア

木
を
見
て
森
を
克
ず

ウ

我
が
心
石
に
あ
ら
ず

て
「
つ
れ
た
。

ア

食
え
な
い

根
も
葉
も
な
い

)
よ
う
に
、
慎
重
に
こ
の
計
一
割
を
実
施
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

イ

つ

っ
て
浅
議
を
渡
る

イ

の
ア

か
み
そ
ち
の
万
を
渡
る

ウ

危
な
い
議
を
渡
る

)
の
だ
よ
、
関
も
な
く
伺
か
が
起
こ
る
と
思
う
。

イ

背
は
腹
に
伎
一
え
ら
れ
ぬ

ア

虫
が
知
ら
せ
る

ウ

犬
も
品
掛
け
ば
擦
に
当
た
る パ'

ウ

色
期
日
荒
空

未
来
永
劫

〉
の
状
態
だ
。

1革

特

ウ

八
方
ふ
さ
が
ち

結
局
〈

エ

あ
ぶ
は
ち
と
ら
ず

ウ

き
が
高
い

ぷ二

石
惑
を
た
た
い
て
護
る

エ

…
を
開
い
て
十
を
知
る

)
で
あ
る
。

エ

シ
で
q
f

茎
が
立
っ
て
い

)
に
な
っ
た
。

手
が
長
い

-4-

6 
答
え
容
さ
い
。

い
ら
れ
て
い
る
も
の
を
ア
ー
エ
の
中
か
ら

つ
選
び
、
待
号
で

G
「
一
朝

タ」

ア

援
は

夕
、
し
っ
か
り
食
べ
よ
う
。

j
 

f
b
J
Y
 

づ
に
守

イ

設
議
は
一
一
割

タ
に
よ
が
る
も
の
で
は
な
い
。

ウ

朝
一
タ
に
見
必
ず
行
い
た
い
。

タ
で
よ
う
や
く
仕
事
が
終
わ

日

コニ

朝

@
「
お
じ
を
投
げ
る
」

ア

さ
じ
を
投
げ
る
と
、
ボ
チ
ャ
ン

い
う
音
が
一
語
じ
響
い
た
。

イ

あ
き
ら
め
ず
、
最
詮
ま
で
さ
じ
を
投
げ
る
よ
う
に
し
た
い
。

ウ

場
所
が
確
保
で
き
て
、
よ
う
や
く
さ
じ
を
投
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

間
却
が
難
し
す
ぎ
て
、

T -

と
に
な

「
す
み
じ
脅
一
け
な
い

-勺

/ 

あ
の
美
人
を
も
の
に
す
る
な
ん
て
、
あ
な
た
も
す
み
に
置
け
な
い
で
す
ね
。

イ

れ
ほ
ど
邪
謎
に
な
る
荷
物
は
す
み
に
置
け
な
い
。

勺

す
み
に
置
け
な
い
動
物
と
い
え
る
の
は
、
ラ
イ
オ
ン
で
あ
る
。

毅
理
一
整
額
の
得
意
な
彼
だ
か
ち
、
や
は
り
す
み
に
鷺
け
な
い
入
と
い
う
の
が
ふ
さ
わ
し
い
。

@
「
取
り
つ
く
島
も
な
い
」

ア

取
ち
つ
く
島
も
な
い
は
ど
、
田
川
り
は
克
通
し
が
き
い
て
い
た
。

イ

地
球
上
は
大
陸
が
多
く
を
占
め
て
お
り
、
取
り
'

く
島
も
な
い
。

ウ

ち
ょ
う
ど
よ
く
、
助
け
て
も
ら
え
た
。

れ
ぞ
、
ま
さ
し
く
取
ち
つ
く
島
も
な
い
で
あ
る
。

エ

忠
い
き
っ
て
声
を
か
け
た
の
に
、
返
事
は
設
ち
つ
く
是
も
な
い
よ
う
な

一
言
だ
っ
た
。

告
「
ね
こ
を
か
ぶ
る
」

ア

か
ら
ね
こ
を
か
ぶ
る
こ
と
に
し
ょ
、
っ
。

イ

金
験
な
状
況
と
科
断
し
た
か
与
、
僕
は
ね

ぶ
る
こ
と
に
し
た
。

ウ

先
生
の
前
で
泣
い

も
ね
こ
を
か
ぶ
る
。

コ二

彼
は
大
抵
う
る
さ
い
の

ね
こ
を
か
ぶ
る
と
や
っ
ぱ
り
、
銀
、
さ
を
訪
ぐ
こ
と
が

-::>-
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7 
①
「
ぬ
か
に
釘
」

ア

あ
の
人
に
説
教
し
て
も
、
ぬ
か
に
釘
だ
。

イ

あ
の
人
に
愛
情
を
そ
そ
げ
ば
、
ぬ
か
に
釘
だ
。

ウ

あ
の
人
に
不
満
を
感
じ
て
も
、
ぬ
か
に
釘
だ
。

コニ

あ
の
人
を
好
き
に
な
っ
て
も
、
ぬ
か
に
釘
だ
。

⑦
「
無
用
の
長
物
」

ア

全
て
の
生
物
は
、
お
互
い
を
助
け
合
う
無
用
の
長
物
で
あ
る
。

立
派
で
仕
事
の
で
き
る
社
長
は
、
さ
す
が
無
用
の
長
物
だ
な
あ
。

イウ

あ
ん
な
に
役
立
た
ず
の
庖
長
な
ん
て
、
無
用
の
長
物
で
す
よ
。

コ二

赤
ん
坊
に
と
っ
て
、
ミ
ル
ク
は
無
用
の
長
物
で
あ
る
。

③
「
娃
我
の
功
名
」

ア

道
に
迷
っ
て
、
知
ら
ぬ
聞
に
目
的
地
に
つ
い
て
い
た
な
ん
て
、
珪
我
の
功
名
で
し
た
ね
。

イ

買
い
物
に
い
っ
て
、
荷
物
も
財
布
も
な
く
し
た
な
ん
て
、
怪
我
の
功
名
で
し
た
ね
。

ウ

旅
行
に
い
っ
て
、
ス
リ
を
捕
ま
え
て
褒
め
ら
れ
た
な
ん
て
、
怪
我
の
功
名
で
し
た
ね
。

コニ

運
動
を
し
に
い
っ
て
、
苦
戦
し
な
が
ら
も
勝
っ
た
な
ん
て
、
怪
我
の
功
名
で
し
た
ね
。

次
の
①
か
ら
③
の
内
容
を
表
す
最
も
適
切
な
も
の
を
ア
j
工
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
符
号
で
答
え
な

L
1
1
0
 

J
E
I
V
 

① 

情
け
は
人
の
た
め
な
ら
ず

ア

情
け
は
人
の
た
め
に
な
ら
な
い
か
ら
、
か
け
な
い
ほ
う
が
よ
い
。

イ

情
け
は
人
の
た
め
に
で
は
な
く
、
自
分
の
た
め
に
か
け
る
も
の
で
あ
る
。

ウ

情
け
は
人
の
た
め
に
か
け
る
の
で
あ
っ
て
、
自
分
の
た
め
に
か
け
る
も
の
で
は
な
い
。

エ

情
け
は
人
の
た
め
に
も
な
ら
な
い
し
、
自
分
の
た
め
に
も
な
ら
な
い
。

① 

空
前
絶
後

ア

杢
の
前
に
は
何
も
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
。

イ

空
の
前
と
絶
景
の
後
方
。

ウ

今
ま
で
に
例
が
な
く
、
こ
れ
か
ら
も
あ
り
え
な
い
よ
う
な
こ
と
。

コニ

」
の
世
の
も
の
と
は
思
え
な
い
、
超
越
し
て
い
る
も
の
。

-6-

⑦ 

気
が
置
け
な
い

ア

油
断
の
な
ら
な
い
こ
と
。

イ

抜
け
目
が
な
い
こ
と
。

ウ

あ
な
ど
り
が
た
い
こ
と
。

エ

気
遣
い
す
る
必
要
が
な
い
}
」
と
。

④ 

一
日
置
く

ア

ち
ら
つ
と
み
る
こ
と
。

ウ
イ
ン
ク
す
る
こ
と
。

イ

ウ

一
歩
ゆ
ず
る
こ
と
。

さ
げ
す
む
こ
と
。

コニ

⑤ 

背
水
の
陣

ア

後
方
に
水
を
流
し
た
陣
地
。

イ

必
死
の
覚
情
で
事
に
当
た
る
こ
と
。

ウ

決
し
て
破
る
こ
と
の
で
き
な
い
陣
地
。

エ

ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ず
あ
き
ら
め
る
こ
と

⑤ 

筆
が
立
つ

ア

字
が
う
ま
い
。

文
章
が
う
ま
い
。

ハU円。

イ

ウ

筆
の
毛
先
が
美
し
い
。

筆
づ
か
い
が
は
な
や
か
。

-7-

エ

⑦ 

過
ぎ
た
る
は
及
ば
ざ
る
が
ご
と
し

ア

何
事
も
や
り
す
ぎ
が
よ
い
。

イ

何
事
も
や
り
す
ぎ
は
よ
く
な
い
。

ウ

何
事
も
ほ
ど
ほ
ど
が
よ
い
。

エ

何
事
も
ほ
ど
ほ
ど
は
よ
く
な
い
。

① 

光
陰
矢
の
ご
と
し

ア

光
と
影
は
ま
る
で
矢
の
よ
う
に
美
し
い
。

イ

光
の
速
さ
は
矢
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
。

ウ

時
間
が
過
ぎ
る
の
は
時
と
場
合
で
速
さ
が
変
わ
る
。

エ

時
間
が
過
ぎ
る
の
は
本
当
に
は
や
い
。



8 

次
の
窃
か
ら

mwι
つ
い
て
、
「

門
例
}
「
五
里
霧
中
」

っ
て

部
{
チ
で
文
の
続
き
を
作
り
な
さ
い
。

「
七
転
八
起
」 ペ

ナ
ン
ト
レ
;
ス
に
つ
い
て
は
(
先
が
ま
っ
た
く
よ
め
ず
、
五
里
霧
中

v

で
あ
る
コ

た
と
え
仲
大
敗
し
て
も
(

①
「
あ
と
の
然
り
」

議
分
の
央
敗
を
(

φ
「
板
に
つ
く
」

練
習
し
た
か
い
あ
っ
て
(

安
易
辛
気
持
ち
で

⑤
「
頭
角
を
あ
ら
わ
す
」

彼
は
最
近

mw
「
異
口
問
膏
」

誰
に
聞
い
て
も
(

) 。) 。) 。) 。

-8-
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国
三五
日日

三三五
持口

力

検

(
高
等
学
校
)

あ
る
ま
で
開
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

寄
え
は
解
答
用
紙
に

て
く
だ
さ
い
。

①
 
来
心

⑦ 

指
南

。
や山吋

e-

ニ

J
w
w
h
w
f

‘，f
 

ゆ
J
C
出
品
目
も
い

m

d
パ
d
奪
す
そ

4
J

設
心
詰
鬼

@ 

竜
頭
蛇
尾

2 

ら
③
の

日
可
で
答
え
な
さ
い
。

本
人
が
い

ア

お
も
ん
ば
か
る

① 

ぐ与@ ⑬ @ 

九
一
じ
宇
蕊

f
j
C
1
4
4
 

① 

推
結

② 

ア
設
の
話
に
矛
盾
を
感
じ
た
の
か
、
父
親
は

さ
き
が
け
る

① 

住
…
詰

@ 

風
nn 

金

破
天
荒

@ 

日
、
ハ
融
問
舟

↓じ6

1fヨ

…
オ
活

米
八
世
田
有

e @ ⑬ (窃

五
思
霧
中

し、。

啓
蒙

ト
J

H
文

一
、
財
政
，

遊
説@ 

① 

7e 
1¥会

九
日
二
団
喧
日

夕
引
平

窃

車
工
坐

7
1
 

金

寸
J

戸、じ}広、じ

j
d
j
e
'
 

四
極
楚
歌

ム
内
に
捕
、
つ
の
に
最
も
適
切
者
一
誌
を
ア

i
工
の
中
か
ら

vミ

シ」
J
T」

イ
イ

L、

心
も
と
な
い

人
で
買
い
物
に
汗
か
せ
る
の
は
ま
だ

イ

'L、
や

す
し、

ヨ〉
友
人
が
懸
命
に
詰

ア

ざ
っ
く
ば
ら
ん
な

⑤ 

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

イ

ア

あ
と
け
な
い

イ

い
な
め
な
い

告
ア

し
た
り
額

山
お
っ
た
と
お
り
に
な
っ
た
の
で
、
彼
は

イ

え
び
す
顎

G 

不
兵
一
を

→ 
/ 

ぶ
ち
ま
け
る

発
印
刷
す
る
た
め
に
辻
、
失
点
を
改
め
る
に

③ 
ア

き
も
い
り

オ

こ
ま
ね
く

イ

ふ
し
だ
ら
な

か
る

て
る

と
は
で
J

さ
な
い
。

勺

う
そ
ぶ
く

ウ

)
よ
う
な
表
鵠
を
見
せ
た
。

三二

む
ず
か
る

γフ
) 。7

J
 

if 

ウ

涼
し
い
顔

2フ'") 

つ
ま
ぐ
る

心
に
く
い

ウ

な
お
ざ
り

6

な

'コ、【れ、
a

J
ι
J
J守

B
L
V

で
あ
っ
た
。

わ
J
?
ら
、
つで

な
い
。

や

ぶ

返
事
し
か J

し
た 九ふ

よい
。

コ二

二に

もγ

一
し
の
び
な
い

二L

浮
か
ぬ
館

か
こ
っ

工

や
み
く
も

① 

失
脚

笠
宮
内

@ 

-
剛
山
'
吋
人

H
H
H
f甘
什

パ
什
刊
す
い
な
ム
ム
リ
γ

本

士山

v
n
u一
九
州
d

司
寸

北
斗
a

石
川
内
引
っ
‘
川
口
γつ

選
。
ひ
、
持

二L

し
し3

ブ

心

さ
か
し
ら
な

-1-

62 



3 
選
。
ひ
、
符
号
で
答
え
な
さ
い
。

次
の
①
か
ら
③
に
つ
い
て
、
傍
綜
部
の
語
。
か
正
し
く
使
わ
れ
て
い
る
も
の
を
ア

l
工
の
中
か
ら
一
つ

① ② ① @ ⑤ ⑥ ① 

『

/ 

自
分
に
と
っ
て
不
利
な
条
件
だ
が
、
あ
え
て
挑
戦
す
る
。

勉
強
が
好
き
な
の
で
、
あ
え
て
進
学
を
切
望
し
て
い
る
。

あ
え
て
仕
事
に
励
ん
で
い
れ
ば
、
い
つ
か
は
実
を
結
ぶ
。

い
つ
も
彼
の
話
は
、
あ
え
て
作
り
事
に
聞
こ
え
る
。

イウコニア

そ
の
秘
密
は
と
う
と
う
あ
か
ら
さ
ま
に
な
っ
た
。

イ

あ
か
ら
さ
ま
な
性
格
が
皆
の
心
を
和
ま
せ
た
。

ウ

彼
は
あ
か
ら
さ
ま
に
不
快
な
表
情
を
見
せ
た
。

コニ

犬
は
あ
か
ら
さ
ま
な
苦
し
み
よ
う
で
あ
っ
た
。

ア

」
の
目
標
だ
け
は
お
し
な
べ
て
達
成
さ
せ
た
い
。

イ

野
菜
は
去
年
と
お
し
な
べ
て
よ
く
売
れ
て
い
る
。

ウ

今
年
の
作
物
は
お
し
な
べ
て
出
来
が
よ
い
。

エ

お
し
な
べ
て
判
断
す
れ
ば
う
ま
く
い
く
。

ア

彼
の
思
惑
に
感
動
し
て
弟
子
と
な
っ
た
。

イ

思
惑
通
り
に
こ
と
が
進
む
わ
け
で
は
な
い
。

ウ

困
難
に
ぶ
つ
か
っ
て
も
思
惑
を
抱
く
必
要
は
な
い
。

エ

い
く
ら
思
惑
が
豊
で
も
行
動
力
が
不
足
し
て
い
る
。

ア

く
ま
な
く
対
応
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

イ

私
は
茶
道
を
く
ま
な
く
愛
し
て
い
る
。

ウ

返
事
を
く
ま
な
く
よ
こ
し
な
さ
い
。

エ

そ
の
地
域
は
く
ま
な
く
調
査
し
た
。

→ 
/ 

う
ら
ぶ
れ
た
身
な
り
で
町
を
さ
ま
よ
う
。

イ

う
ら
ぶ
れ
た
国
々
の
取
材
に
出
か
け
た
一
。

ウ

う
ら
ぶ
れ
た
海
岸
が
自
の
前
に
続
い
て
い
る
。

コニ

う
ら
ぶ
れ
た
発
言
を
す
る
の
は
ふ
ま
じ
め
だ
。

語
学
の
勉
強
は
根
回
し
を
き
ち
ん
と
す
る
こ
と
が
肝
心
だ
。

こ
の
件
は
関
係
者
に
あ
ら
か
じ
め
根
回
し
し
て
お
こ
う
。

よ
く
話
し
合
っ
て
互
い
に
根
回
し
を
し
て
か
ら
決
め
よ
う
。

こ
の
作
業
は
複
雑
な
の
で
根
回
し
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。

アイウエ

③ 

ア

い
た
た
ま
れ
な
く
な
っ
て
思
わ
ず
拍
手
を
送
っ
た
。

あ
ま
り
の
暴
言
に
い
た
た
ま
れ
な
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。

イコニ

子
ど
も
ま
で
傷
つ
け
る
と
は
絶
対
に
い
た
た
ま
れ
な
い
。

『フ

彼
の
話
は
と
て
も
お
も
し
ろ
く
い
た
た
ま
れ
な
か
っ
た
。

次
の
①
か
ら
③
の
言
葉
の
意
昧
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
ア

l
工
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
待
号
で

-2-

4 
答
え
な
さ
い
。

①
 
と
み
に

ア

急
に

イ

特
に

ウ

次
第
に

② 

つ
と
に

ア

と
り
あ
え
ず

イ

以
前
か
ら

③ 

う
な
ぎ
の
ぼ
り

ア

見
る
見
る
う
ち
に
上
昇
す
る
こ
と

ウ

不
規
則
に
上
昇
す
る
こ
と

@ 

¥二
m

J

d
円
生
日

ア

昔
な
が
ら
の
庖
構
え
を
維
持
し
て
い
る
厄

ウ

現
在
も
ワ
と
も
繁
盛
し
て
い
る
庖

① 

耳
、
ざ
わ
り

/ 

聞
い
た
と
き
に
受
け
る
感
じ
の
こ
と

ウ

聞
い
て
い
て
い
や
な
感
じ
が
す
る
こ
と

@ 

ゃ
っ
す

ア

ほ
っ
そ
り
し
た
外
見
に
な
る

ウ

病
人
ら
し
い
様
子
に
な
る

⑦ 

、
つ
が
つ

ア

人
の
言
動
に
対
し
て
意
地
の
悪
い
見
方
を
す
る
こ
と

イ

あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
考
慮
し
て
結
論
を
出
す
こ
と

ウ

物
事
の
真
相
や
機
微
に
ふ
れ
て
言
い
表
す
こ
と

コニ

喜
怒
哀
楽
の
感
情
を
あ
ら
わ
に
表
現
す
る
こ
と コニ

さ
か
ん
に

ウ

そ
っ
と

当
然

コニ

イ

ゆ
っ
た
り
と
上
昇
す
る
こ
と

コニ

上
昇
し
た
り
下
降
し
た
り
す
る
こ
と

イ

先
祖
代
々
か
ら
続
い
て
繁
盛
し
て
い
る
庖

コニ

か
つ
て
は
有
名
で
繁
盛
し
た
庖

イ

聞
い
た
と
き
に
強
く
感
じ
る
音
の
こ
と

コニ

聞
い
て
い
て
や
わ
ら
か
な
感
じ
が
す
る
こ
と

イ

美
し
い
服
装
に
変
え
る

コニ

め
だ
た
な
い
姿
に
変
え
る

-3ー
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5 
⑤ 

さ
い
な
む

ア

慰
め
る

次
の
①
か
ら
⑥
に
つ
い
て
、
「

(
活
用
さ
せ
て
も
可
)

① 

「
お
ぼ
つ
か
な
い
」

作
況
+
晶
、

イ

E
A
-
-
M負

② 

「
た
し
な
み
」

私
は

① 

「
こ
よ
な
く
」

④ 

父
は
、
(

「
た
そ
が
れ
」

や
が
て
、
(

⑤ 

「
ゆ
ゆ
し
い
」

最
近
、
(

「
値
す
る
」

⑤ 

」
の
行
為
は
、
(

6 

次
の
①
か
ら
③
の

答
え
な
さ
い
。

① 

地
域
住
民
の
(

イ

責
め
る

ウ

確
か
め
る

は
ず
か
し
め
る

コニ

」
の
語
を
使
っ
て
市
字
か
ら
叩
字
で
文
の
続
き
を
作
り
な
さ
い
。

)
内
を
補
う
の
に
最
も
適
切
な
語
を

7
1
工
の
中
か
ら
一
つ
選
び
待
号
で

ア

フ
ォ
ロ
ー

)
を
得
て
か
ら
で
な
い
と
、
改
修
工
事
を
始
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ウ

コ
ン
セ
ン
サ
ス

シ
フ
ト

① 

イ

サ
ン
プ
ル

将
来
の
日
本
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
明
確
な

ア

ス
タ
イ
ル

テ
レ
ビ
に
映
し
出
さ
れ
た
山
々
を
見
て
い
る
う
ち
に
、
彼
は
(

ウ

セ
ー
フ
テ
ィ

i

コニ

ベ
ン
チ
ャ

i

① 
ア

ノ
ス
タ
ル
ジ

i
イ

，
ヒ
一
ン
ヨ
ン

イ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

コニ

)
を
持
っ
た
政
治
家
が
必
要
だ
。

ウ

イ
ベ
ン
ト

オ
ン
ラ
イ
ン

コニ
)
一
を
感
じ
た
。

ア

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

i
)
の
視
点
か
ら
解
決
策
を
見
出
す
べ
き
で
あ
る
。

エ
コ
ロ
ジ

i

デ
リ
パ
リ

i

ウ

コ二

リ
ア
リ
テ
ィ
ー

@ 

ゴ
ミ
問
題
は

イ

-4-

7 
① ⑤ 

多
く
の
賛
成
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
後
で

)
な
考
え
を
表
明
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

ア

ラ
ン
ダ
ム

ウ

jレ

コニ

ネ
ガ
テ
ィ
ブ

ク
リ
ー
ン

イ

① 

村
お
こ
し
の
た
め
に
、
大
き
な
(

)
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ア

テ
ー
マ
パ

i
ク

イ

イ
ベ
ン
ト

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

エ

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

ウ

⑦ 

主
入
公
を
ど
ん
な
深
刻
な

)
に
置
く
か
が
、
ド
ラ
マ
を
作
る
う
え
で
問
題
と
な
る
。

ア

シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン

ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

イ

ウ

三
、
ツ
、
ン
ヨ
ン

コニ

イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

③ 

毎
日
、
仕
事
ば
か
り
で
は

)
が
た
ま
る
一
方
だ
か
ら
、
た
ま
に
は
息
抜
き
も
し
よ
う
よ
。

ア

ケ
ア

シ
ェ
ア

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

ス
ト
レ
ス

ウ

コニ

イ

次
の
①
か
ら
⑧
に
つ
い
て
傍
線
部
の
外
来
語
が
正
し
く
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
を
ア

1
工
の
中
か
ら

一
つ
選
び
、
待
号
で
答
え
な
さ
い
。

① 

ア

今
日
の
会
議
の
ジ
ャ
ン
ル
は
何
で
す
か
?

鉄
道
フ
ァ
ン
な
ら
必
ず
欲
し
が
る
対
什
到
ム
だ
。

イウ

ゴ
ミ
は
燃
え
る
物
と
燃
え
な
い
物
、
レ
ン
タ
ル
で
き
る
物
に
分
け
て
捨
て
て
く
だ
さ
い
。

コニ

熱
心
な
人
は
会
社
を
休
ん
で
ま
で
ア
カ
ウ
ン
タ
ピ
リ
テ
イ
活
動
に
取
り
組
む
。

① 

ア

イ
テ
オ
ロ
ギ
!
の
違
い
か
ら
、
世
界
を
二
分
す
る
冷
戦
状
態
が
生
ま
れ
た
。

イ

ク
ラ
ス
の
み
ん
な
が
参
加
で
き
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
企
画
し
よ
う
。

ウ

た
だ
い
ま
新
製
品
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
無
料
で
お
配
り
し
て
い
ま
す
。

コニ

職
場
で
は
彼
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
と
の
評
判
だ
。

① 

ア

病
院
の
キ
ャ
リ
ア
一
同
、
手
術
の
成
功
を
祈
っ
て
い
る
。

イ

彼
は
プ
ラ
イ
ム
タ
イ
ム
の
職
に
は
就
か
ず
、
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
働
い
て
い
る
。

!フ

こ
れ
か
ら
の
社
会
に
は
ジ
エ
ン
タ
ー
に
と
ら
わ
れ
な
い
視
点
が
求
め
ら
れ
る
。

二L

路
上
で
利
引
パ
利
一
を
し
て
い
る
大
道
芸
人
に
盛
ん
な
拍
手
が
起
っ
た
。

ア

こ
の
時
間
帝
は
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
の
シ
リ
ア
ス
だ
ね
。

イ

ス
ト
イ
ッ
ク
状
態
を
楽
し
ん
で
、
い
つ
ま
で
も
大
人
に
な
ら
な
い
大
学
生
が
多
い
。

ウ

欠
陥
商
品
の
原
因
は
、
そ
の
企
業
の
ト
ラ
ウ
マ
に
あ
る
。

エ

彼
女
は
よ
く
考
え
も
せ
ず
に
、
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
行
動
す
る
よ
う
だ
。

-5-
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① 
8 

ア

野
生
動
物
品
五
い

イ

こ
の
詩
題
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
セ
ク
シ
ョ
ン
を
開
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

ウ

に
公
開
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
う
予
定
だ
。

エア

池
間
報
一
社
会
を
生
き
る
に
誌

イ

て
い
る
。

ウ

と
が
大
切
だ
。

災
害
が
起
き
た
ら
ま
ず
メ

⑦ 

アイ

防
犯
の
た
め
の
リ
テ
ラ
シ

i
を
万
全
に
し
て
お
こ
う
。

ウょに

ビ
ジ
ネ
ス
成
功
の
射
針
却
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

③ 

ア

い
も
の
か
。

イウ

今
後
十
年
間
の
予
挺
イ
ン

コ二

テ
レ
ピ
ゲ

i
ム

ら
寄
の
内
容
を
現
す
の
に
最
も
連
拐
な
諾
を
ア

1
エ
の
中
か
ら

つ
選
び
、
符
号
で
答
え

容
さ
い
c

くB

患
者
が

ア

ス
ケ
;
ル
メ
リ
ッ
ト

ケ
;
ス
ス
タ
デ
ィ

イ

イ
ン
フ
ォ

i
ム
V
1

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ン
い
」
、
J
e
h
J

8
5認
識
。
自
己
向

ア

シ
ア
チ
ブ

イ

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

イ

ウ

コ
ン
セ
プ
ト

ペ
シ
ミ
ズ
ム

コ二

① 

逆
説
。
部
門
時
に
真
で
も
あ
り
偽
で
も
あ
る
人
命
題
。

ア

デ
ジ
タ
ル

イ

コ二

パ
ラ
ド
ッ
ク
ス

メ
ン
タ
ル

ウ

メ
タ
フ
ァ

i

-6-

お
去
、

ι
m
Eつ

G
J
1
-
7日
干
ぺ

ア

ナ
i
パ
ス

イ

科
学
技
謝
。
科
学
技
術
を
応
用
す
る
体
系
。

イ

舟
/
/
〆
ロ
)
ン

i
s

① 
ア

ロ
ジ

i

サ
イ

@ 

バ
リ
ュ
ー
t

ア

パ
リ
エ

i
シ

iノ

物
事
の
変
化
・
変
動
。
物
の
変
型
、
変
模
。

イ

。
プ
ロ
セ
ス

結
果
が
原
因
仁
実

ウ

マ

ユ
ア
ル

ウ

ア
ナ
ワ
ス
ト

ウ

イ
ニ
シ
エ

i
シ
ョ
ン

ア

ア
ク
セ
ス

イ て
慰
問
に
影
響
を
与
え
る
皮
誌
。

ウ

ブ
ィ
!
ド
パ
ッ
ク

③ 

ア
ナ
ロ
グ

男
女
問
権
主
義
、
女
性
解
放
論
、
女
権
拡
張
論
。

ア

ズ
ム

づ

ウ

ア
プ
ソ
ケ
!
シ
ョ
ン

9 

ら
吾
に
つ
い
て

¥，¥ 
0 くD

「
ニ
ュ
ア
ン
ス
」

両
者
の
意
見
を
比
較
す
る
と

φ 

ニ
;
ズ
」

我
が
社
の
業
績
を
あ
げ
る
に
は

@ 

ゴ
イ
ズ
ム
」

こ
の
小
説
の
主
題
辻

④ 

「
イ
ン
パ
ク
ト
」

新
製
品
を
宣
伝
す
る
に
は

「
グ
ロ
ー
バ
ル
」

世
紀
の
世
界
は

e 
「
リ
ス
ク
」

そ
の
計
一
胞
を
英
行
す
る
た
め
、
(

イ

ユe

・g
-

ト
ピ
ア

パ
i
ト
ナ
i
シ
ッ
プ

エ

リ
ン
ツ
今
/

ス
ト

」
の
語
を
使
っ
て
、
日
学
か
ら
お
字
で
文
の
続
き
を
作
り
主
さ

エ

ノ

二L

サ
ク
七

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

-7-
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国
三五
日口

三五
日日

力

検

査
る
ま

は
解
答
用
紙
に
…
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

コ二

γ

小
説
山
な
生
活
は

さ
な
ぎ
が
蝶
に
な
る
ま
で

次
の
①
か
ら
⑧
の

記
号
で
答
え
な
さ
い
。

① 

彼
は
プ

y

¥

と

t
P

7
‘

J
f下

号

に
つ
此
氏
お

P
4十
4

h

u

ザ

{
W
M
f

一Er
i
f
f
j
'
s
v

ア

指
南)

を
器
し
ん
で
研
究
す
る
。

イ

努
力

i長
誇

ニに

故
人

① 
ア

① 

与
え
ら
れ
た
仕
事

d

を

(

ア

。
し
帯
芯

.
f

一フ日
A

。

出
向
を
構
う
の
に
も
っ
と
も
適
窃
な
も
の
を
ア
ー
ォ
の
中
か
ら
一
つ
選
び

野
球
界

)
の
好
投
手
で
あ
る
。

イ

込土ノ、
J!宣

ウ

指

二乙

)
し
て
逮
掛
さ
れ
る
。

イ

ウ

述
一
厩

つ
に
仕
上
げ
る
。

ζ二2
ペこρ

構

1) 

{殻
妙

J二

ア

間
一
髪

)
の
経
済
恐
慌
が
起
こ
る
。

イ

断
末
魔

ウ

お

の
分
野
に
関
し
て
は
彼
の

ア

以
山
~
間
品
ぇ
勿

v
q
n
J
1
T
l
'
gヤ
I
J
4

2 

G 

被
の
械
に
よ
っ
て
、
皆

ア

天
変
地
問
枇
ハ

(
高
等
学
校
)

エ

凸
谷
本
女
油
漏

mw
…

φ 

経
誇
の
行
方
は
ま
さ
に

議
労
由
懲

コ二

臨
機
応
変

2 

次
の

G
か

つ
選
び
、
持
号
で
答
耐
え
な
さ
い
。

い
て
、
傍
謀
部
の
漢
誌
が
正
し
く
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
を
ア

1
オ
の
中
か
ら

G 

)
で
あ
る
。

イ

未
分
化

ウ

登
竜
門

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

イ

艶
…
知
蒙
昧

ウ

設
心
一
時
鬼

コ司R

百
鬼
夜
行

)
と
い
っ
た
状
取
で
あ
る
。

イ

京
単
一
霧
中

ウ

日
出
ハ
組
問
舟

オ

イ

父
辻

ど
ち
ら
の
方
法
が
良
い
か
、
ち
ょ
っ

‘
戸
今
J

つ
「
、
ー
・
1
u

p
A

了
t
r
t
l
v
f
'

アつ

ん
求
心

;
'
 

J妄
t，:t 

Z手工

4
d

、~〕、、
↓寸ペタハコ二み

よ
う
。

や
す
い
。

コナオ直
illii 
期
的

序
議
急

け
凶
作
一
一
マ
抑
制

ill1)!_ 車
ku

未
曾
有

コf

父
小
山
川
山
山
初
旬

'・1q
u
i一ぺ
r
l
L
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ア

制
到
の
建
設
計
画
を
示
し
て
資
金
を
欺
し
取
っ
た
。

イ

青
空
の
も
と
に
そ
び
え
る
到
到
の
高
層
ビ
ル
を
仰
ぐ
。

彼
の
話
に
は
大
い
に
違
和
感
が
あ
っ
て
興
味
を
ひ
か
れ
る
。

ウ二L

」
の
絵
か
ら
受
け
る
違
和
感
に
は
圧
倒
さ
れ
ま
す
。

ア

援
助
金
申
請
の
手
続
き
は
実
に
複
雑
で
結
構
な
も
の
で
す
。

病
状
は
と
て
も
紺
樹
で
、
す
ぐ
に
手
術
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

イウ

参
加
な
さ
っ
た
方
に
は
も
れ
な
く
す
て
き
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
披
露
し
ま
す
。

家
の
新
築
祝
い
の
席
で
、
婚
約
を
披
露
し
た
。

コLア

山
肌
を
彩
る
紅
葉
の
較
差
に
目
を
奪
わ
れ
る
思
い
だ
っ
た
。

イ

一
人
一
人
の
作
品
に
個
性
的
な
朝
起
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
。

双
方
が
激
し
い
非
難
の
耐
酬
を
し
合
っ
た
。

聴
衆
は
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
み
ご
と
な
応
酬
を
味
わ
っ
た
。

ど
う
ぞ
快
適
な
空
の
旅
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

彼
の
快
適
な
非
難
に
、
相
手
は
青
く
な
っ
た
。

今
日
は
ま
さ
に
画
期
的
な
上
天
気
だ
ね
。

彼
ほ
ど
の
画
期
的
な
人
物
は
め
っ
た
に
い
な
い
だ
ろ
う
。

い
ろ
い
ろ
調
べ
て
み
た
が
不
祥
事
で
何
も
分
か
ら
な
い
。

い
や
、
こ
ん
な
不
祥
事
に
出
会
え
る
と
は
運
が
い
い
。

こ
の
計
画
は
何
と
も
酬
列
到
の
試
み
だ
ね
。

と
ん
だ
破
天
荒
の
日
の
出
発
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

-2-

ウJ二アイウ二乙アイウコニア

こ
こ
ま
で
登
れ
ば
も
う
有
頂
天
だ
ね
。

意
外
な
合
格
の
し
ら
せ
に
有
頂
天
に
な
っ
た
。

イウ

彼
は
今
ご
ろ
正
念
場
に
着
い
て
い
る
だ
ろ
う
。

二L

ほ
ん
と
う
に
理
想
的
な
正
念
場
に
な
り
ま
し
た
ね
。

今
こ
そ
金
輪
際
と
言
う
べ
き
チ
ャ
ン
ス
だ
。

み
ご
と
な
必
附
闘
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

アイウ

熱
烈
な
支
持
者
た
ち
も
、
心
機
一
転
、
彼
を
見
放
し
た
。

二L

大
失
敗
の
後
、
彼
は
、
心
機
一
転
、
立
ち
直
っ
た
。

3 

次
の
①
か
ら
③
の
語
の
意
昧
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
ア

1
工
の
中
か
ら
選
び
、
待
号
で
答
え
な

さ
い
。

①
 
果
、
心非

常
に
冷
酷
で
人
間
味
が
な
い
こ
と
。

恐
れ
や
心
配
な
ど
で
ぞ
っ
と
す
る
こ
と
。

寒
さ
で
ふ
る
え
お
の
の
く
こ
と
。

アイウコニ

冷
淡
で
人
と
し
て
の
魅
力
に
欠
け
る
こ
と
。

① 

光
陰

ア

日
な
た
と
日
陰
。

イ

善
と
悪
。

性
格
の
裏
表
。

二L

月
日
。
歳
月
。

ウ

① 

風
間

ア

風
の
た
よ
り
。

イ

風
の
う
わ
さ
。

風
の
強
さ
。

エ

風
習
や
し
き
た
り
。

ウ

@ 

遊
説

ア

各
地
の
遊
び
に
つ
い
て
の
意
見
や
考
え
方
。

遊
び
半
分
の
真
剣
さ
に
欠
け
る
意
見
。

自
分
の
意
見
を
各
地
で
説
き
ま
わ
る
こ
と
。

イウエ

ふ
ざ
け
気
味
で
意
見
を
説
き
ま
わ
る
こ
と
。

⑤ 

登
竜
門

人
が
誰
で
も
一
度
は
経
験
す
る
人
生
の
岐
路
。

アイ

突
破
さ
れ
て
は
い
け
な
い
大
事
な
関
門
。

ウ

立
身
出
世
す
る
た
め
の
出
発
点
。

そ
こ
を
突
破
す
れ
ば
立
身
出
世
で
き
る
関
門
。

エ
⑥ 

日
叫
ん
け
人
口
，

h.

、
h
十

μ
Aブ
キ
耳

ア

昔
の
物
事
を
研
究
し
て
、
そ
こ
か
ら
新
し
い
知
識
や
見
解
を
得
る
こ
と
。

北
臼
の
考
え
方
と
新
し
い
考
え
方
と
を
比
較
し
、
優
れ
て
い
る
方
を
と
る
こ
と
。

昔
の
物
事
を
研
究
し
て
、
現
代
に
も
通
じ
る
考
え
方
を
探
し
出
す
こ
と
。

昔
の
考
え
方
と
新
し
い
考
え
方
の
両
方
を
知
り
、
一
ど
ち
ら
も
大
事
に
す
る
こ
と
。

イウT 

① 

呉
越
同
舟

ア

仲
の
良
い
者
も
悪
い
者
も
み
な
同
じ
場
所
に
い
る
こ
と
。

仲
の
良
い
者
ど
う
し
が
集
ま
る
こ
と
。

イウ

仲
の
悪
い
者
ど
う
し
が
向
じ
場
所
に
居
合
わ
せ
る
こ
と
。

仲
の
悪
い
者
が
反
目
し
合
う
こ
と
。

エ

-3-
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程
一
強
蛇
這

ア

最
初
の
す
、
立
ら
し
い
勢
い
が
最
設
は
ま
っ
た
く
な
く
な
る
こ
と
。

最
初
は
勢
い
が
弱
い
が
、
だ
ん
だ
ん
と
強
く
な
る
こ
と
。

A ウ

出
だ
し
か
ら
終
わ
り
ま
で
す
ば
ら
し
い
勢
い
が
続
く
こ
と
。

三二

ψ

出
だ
し
か
ら
終
わ
り
ま
で
勢
い
が
な
い
こ
と
。

4 

次
の
①
か
ら
寄
に
つ
い

」
の
認
を
患
い
て
、
初
字

i
m字
で
文
の
綾
ぎ
を
作
り
な
さ
い
。

①
 

「伎…潤」

地
球
の
識
暖
化
が
憂
蔑
さ
れ

い
る
が
、
(

② 。
「
老
婆
心
」

彼
の
幼
稚
な
行
動
に
対
し
て
、
(

@ 

ー「

PJ， 
，レ

の{去
だ 'L、
か L…

ら

① 

あ
ま
り
に
も
自
分
勝
手
な
彼
は

§ 

「
羊
一
政
狗
肉
」

こ
ん
な
商
売
の
や
り
方
で
は
、
(

5 

次
の
①
か
ら
号
の
(

)
内
を
補
う
の
に
最
も
遥
切
訟
も
の
を
ア

1
エ
の
中
か
う

し1。

。

〉
つ
も
り
だ
。

も
う
こ
の
問
題
に
は
っ
き
り
と
(

ア

背
を
向
け
る

イ

け
り
を
つ
け
る

ウ

慨
を
議
ち
藷
か
せ
る

手
ぐ
す
ね
を
び
く

ま
だ
不
十
分
だ
が
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
で

〉
と
し
よ
う
か
。

お
茶
を
濁
す

nJL 
Eえ
ぐ

イ

ウ

手
の
平
を
か
え
す

コ二

つ
選
び
、
符

) 。~、d 〆。) 。

-4-
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5 
① 

告
分
が
リ

i
ダ

i
と
い
う
人
が
そ
ん
な
に
い
た
ら
、
(

)
で
か
え

て
う
ま
く
い
か
な
い
よ
。

手
も
足
も
出
な
い

イ

訪
れ
る
者
は
わ
ら
を
も
つ
か
む

ウ

多
多
一
続
殺
弁
ず

エ

船
諜
多
く
し
て
話
出
に
登
る
。

① 

こ
の
間
約
束
し
た
こ
と
と
ま
っ
た
く
濯
う
こ
と
を
一
吉
う
の
か
。
(

)
気
だ
な
。

ア

口
を
割
る

口
を
酸
っ
ぱ
く
す
る

イ

ウ

…
枚
舌
を
使
、
っ

ニこ

舌
を
巻
く

① 

君
ま
で
が
そ
ん
な
こ
と
を
…
一
出
回
っ
た
ら

)
じ
ゃ
な
い
か
。

ア

肝
に
銘
じ
る

イ

ム
叩
あ
っ
て
の
物
麓

ウ

舌
を
巻
く

立
つ
瀬
が
な
い

二L

@ 

こ
の
あ
た
り
は
一
一
一
軒
の
大
型
ス

i
パ

i
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

地
域
で
す
。

ア

し
の
ぎ
を
削
る

手
に
余
る

イ

ウ

足
を
引
っ
張
る

大
ぶ
た
を
窃
る

の
当
事
者
の
君
が
そ
ん
な

)
の
よ
う
な
態
震
で
い
る
の
は
お
か
し
い

ア

濡
れ
手
で
粟

イ

対
岸
の
火
事

ウ

再
白
人
目

コニ

託
の
滋
は
蛇

を会

あ
の
人
は

)
ズ
パ
ズ
パ
務
を
い
う
か
ら
な
あ
。

ア

夫
も
楊
も
た
ま
ら
ず

の
侍
が
継
げ
ず

イ

ウ

仏
作
っ
て
魂
入
れ
ず

歯
に
衣
着
せ
ず

コニ

次
の
@
か
ら
ゆ
じ
つ
い
て
、
博
縁
部
の
諮
・
噴
用
句
が
遮
明
に
穣
わ
れ
て
い
る
も
の
を
ア
か
う
エ
の

中
か
ら

つ
選
び
、
符
号
で
答
え
な
さ
い
。

くD

い
ね
。

」
ん
な
失
敗
を
し
で
か
し
た
ん
だ
か
ら

? イ

い
る
か
ら
、
ず
い
ぶ
ん
辛
そ
う
に
歩
い
て
い
る
。

勺

参
加
者
五
万
人
な
ん
て
、
だ
い
ぶ
さ
ば
を
読
ん
で
い
る
よ
う
だ
お
。

コ二

就
験
し
た

ん
じ
ゃ
な
い
か
。

で
月
給
五
十
万
円
欲
し
い
な
ん
て
、

⑦ 

ア

こ
ん
な
い
い
か
げ
ん
な
や
り
方
で
は
な
く
、
き
ち

そ
ん
な
言
い
き
ゲ
}
し
た
の
で
は
制
糾
4
4
qょ。

彼
の
真
剣
な
話
を
開
く
と
、
制
制
剤
パ
川
忠
い

イウコニ

と
て
も
わ
か
り
や
す
い
w

い
で
し
た
。

-5-
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ア

い
る
と
辻
あ
き
れ
た
ね
。

い
て
い
る
の
に

イ

苦
労
し
て
や

っ
て
く
だ
さ
い
。

ウコニ

レ
ポ

i
ト
提
出
の
期
限
が
追

い
を
し
て
い
る
。

ア

る
か
ら
あ
り
が
た
い
よ
。

イ

こ
の
ま
ま
で
は
資
料
が
不
十
分
な
の
で
、
も
う
少
し
水
を
差
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

揖
査
を
進
め
る
う
ち
に
予
想
外
の
問
題
が
見
え
て
き
て
、
す
っ
か
り
叶
吋
吋
封
掛
対
叫
た
よ
。

こ
ん
な
大
事
な
持
に
、
責
在
者
の
話
が
ゴ
ル
フ
に
1
1吋
寸
刻
例
制

υて
い
る
と
は
待
だ
。

一
日
間
も
ろ
く
に
護
な
い
で
諜
強
っ
た
の
で
、
も
う
け
ん
も
江
ろ
ろ
の
状
態
だ
よ
。

ウ寸ー

一アイ

な
ん
と
か
援
助
し
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
ん
だ
の
だ
が
、

っ
た
。

ゃ
っ

ウ

つ
い
た
の
で
、
臨
を
く
く
る
こ
と
が
で
き
そ
う
だ
。

先
方
が
と
、
っ
考
λ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
ち
ょ
っ
と
腿
恒

ο
4斗
て
み
ま
し
ょ
う
。

コLア

彼
は
能
力
も
あ
る
が
ト
ラ
ブ
ル
も
起
こ
し
ゃ
す
く
て
、
荷
刃
の
剣
と
い
う
存
在
だ
ね
。

イ

あ
の
会
社
の
製
品
は
性
能
が
よ
い
上
に
割
安
で
、
ま
さ

ウ

今
境
上
映
さ
れ
る
A
監
督

コ二

ん
な
お
い
し
い
料
理
は
初
め
て
だ
。
ま
つ

あ
。

ア

こ
の
仕
事
を
完
成
さ
せ
る
た
め
に
昔
に
援
誌
か
え
ら
れ
な
い
の
が
後
の
協
力
だ
。

な
る
は
同
ど
商
叫
閥
凶
桝
ぷ
叫
判
記
い
入
だ
ね
。

イ

あ
れ
ほ
ど

ウ

私
の
よ
う
な
取
る
に
足
り
辛
い
者
を
椛
騰
し
て
く
だ
さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

た
の
に
三
人
し
か
よ
こ
さ
な
い
の
で
は
、
取
る
に
足
り
な
い
よ
。

コ二

手
法
い
が
十
人
必
要
だ
と
い

発
表
会
の
準
怖
が
整
い
ま
し
た
の
で
、
そ
ろ
そ
ろ
口
を
劉

て
い
た
だ
汁
ま
す
か
。

アイ

た
報
告
な
の
で
、
反
対
意
見
は
出
な
か
っ
た
。

ウ

人
一
人
の
メ
ン
バ

i
の
役
割
り
が
明
確
な
発
表
で

エ

被
ら
は
、
自
分
た
ち
の

ら
し
い
。

次
の
舎
か
ら
舎
の
内
容
を
袈
す
の
に
最
も
適
部
な
務
現
を
ア

i
工
の
中
か
ら

… 6-

7 

え
容
さ
い
。

① 
ア

高
繊
の
花

欲
し
い
の
だ
が
自
分
に
は
手
が
届
か
な
い
。

イ

八
十
の
手
習
い

ウ

…
訪
れ
手
で
粟

⑦ 

患
の
前
の
聾

ア

猫
を
か
ぶ

心
を
引
き
緊
め
、
乱
れ
を
な
く
す
。

イ

4L
パ
り
ι品川
F
Yユ
ヲ
み
J

え
V

4

4

J

d

簿
作

7
2
4
9
2
b
e
ノ句

ウ

高
を
く
く
る

自
一
介
の
判
断
・
対
処
の
誤
り
を
後
協
す
る
。

イ

匙5貯
をを
投冷
iずや
るす

《き
ア

手
を
砕
く

つ
@ 

エ

襟
を
立
す

エ

ア

尻
を
落
ち
藩
け
る

先
に
進
む
の
を
た
め
ら
い
、
尻
込
み
す
る
。

イ

二
の
足
を
諮
む

ウ

題
を
入
れ
る

① 

梧
手
に
勝
、
ち
ゃ
名
誉
を
譲
る
。

ア

寝
た
子
を
起
v

)

す

ウ
母

弱
み
を
見
抜
か
れ
て

ア

手
を
抜
か
れ
る

ウ

是
を
取
ら
れ
る

あ
ま
り
じ
露
骨
で
、
人
情
も
含
み
も
な
い
。

イ

身
も
世
も
な
い

⑦ 
ア

身
も
蓋
も
な
い

ウ

日
も
く
れ
な
い

人
に
冷
た
く

ア

該
に
誌
を
リ
絞
る

ウ

手
の
平
を
か
え
す

エ

鼻
を
、
政
ベ
る

る

イ

先手ョ
を同車

脱;こ
ぐ乗

せ
る

エ

け
こ
ま
れ
る
。

イ

手
五
に
取
ら
れ
る

二乙

足
先
を
見
ら
れ
る

エ

自
に
入
札
て
も
鶏
く
な
い

イ

自
い
践
で
見
る

コニ

騒
を
nu
そ
め
る

つ
選
び
、
符
号
で
答

-7-
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8 

次
の
①
か
ら
⑥
に
つ
い
て
「

①
 

「
多
岐
に
わ
た
る
」

日
本
最
初
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
、
湯
川
秀
樹
博
士
の

② 

「
手
を
焼
く
」

ま
っ
た
く
あ
い
つ
の

① 

「
焼
け
石
に
水
」

れ
ほ
ど
の
大
災
害
に

④ 

「
火
に
油
を
注
ぐ
」

カ
ン
カ
シ
に
怒
っ
て
い
る
先
生
の
前
で

① 

「
濡
れ
衣
を
着
せ
る
」

そ
れ
じ
ゃ
あ
君
は

@ 

「
鼻
持
ち
な
ら
な
い
」

何
か
と
い
う
と

」
の
語
句
を
使
っ
て
、

m
l
叩
字
で
文
の
続
き
を
作
り
な
さ
い
。) 。

) 。) 。) 。) 。) 。

-8-
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